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平成18年度決算
輝け笛吹の未来
市消防本部から
スコレー大学受講者募集
笛吹市環境ニュース
図書館インフォメーション

リニア実験線の工事が始まります
水道料金の現状について
笛吹市探訪
くらしの情報
ふえふきトピックス
笛吹警察署生活安全ニュース



石和駅前土地区画整理事業� 3億5625万円

観光基盤施設整備事業� 1億1676万円

八代南ふれあい公園整備事業� 3819万円

県営畑地帯総合整備事業� 3億1853万円

鳥獣害防止対策強化事業� 3694万円

バイオディーゼル製造事業� 1446万円

児童手当支給事業� 4億8172万円

保育所費� 16億4408万円

老人保護措置費事業� 1億1232万円

市営住宅耐震診断事業� 1383万円

一宮西小屋内運動場改築工事事業� 8529万円

保健体育費� 1億8749万円

図書館費� 1億4822万円

笛吹市・芦川村合併準備事業� 1億2499万円

男女共同参画事業� 141万円

国民健康保険特別会計

� （歳入）�71億 74万円

� （歳出）�70億6518万円

老人保健特別会計

� （歳入）�61億9292万円

� （歳出）�61億9292万円

介護保険特別会計

� （歳入）�38億9226万円

� （歳出）�38億2787万円

介護サービス特別会計

� （歳入）� 823万円

� （歳出）� 786万円

公共下水道特別会計

� （歳入）�36億8951万円

� （歳出）�36億2457万円

農業集落排水特別会計

� （歳入）� 9214万円

� （歳出）� 9068万円

簡易水道特別会計

� （歳入）� 9億5621万円

� （歳出）� 8億8884万円

温泉事業特別会計

� （歳入）� 8372万円

� （歳出）� 7527万円

恩賜県有財産保護財産区管理会

� （歳入）� 4257万円

� （歳出）� 442万円

水道事業会計

�（収益的収入）� 9億1822万円

�（収益的支出）� 9億 410万円

�（資本的収入）� 2億4442万円

�（資本的支出）� 6億3821万円

その他
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平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

決
算
が
笛
吹
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や

料
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
ま
ち
づ
く
り

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
概

要
を
報
告
し
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
２
７
９
億
円
で
、

平
成
17
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
に
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
訳
と
し
て
は
、

※

市
税
が
82
億
円

で
最
も
多
く
、
以
下
、

※

地
方
交
付
税
73
億

円
、

※

市
債
38
億
円
、

※

国
・
県
支
出
金
34
億

円
と
続
き
ま
す
。

　
一
方
、
歳
出
決
算
額
は
２
６
８
億
円
で
、

こ
ち
ら
も
17
年
度
決
算
と
ほ
ぼ
同
額
で
す
。

内
訳
は

※

民
生
費
が
67
億
円
で
最
も
多
く
、

次
い
で

※

議
会
・
総
務
費
48
億
円
、

※

土
木
費

34
億
円
、

※

公
債
費
29
億
円
、

※

教
育
費
25
億

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
合
併
３
年
目
を
迎
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
バ
ラ
ン
ス
良
く
税
金
を
投
入
し
た
の
が
特

徴
で
す
。

　
ま
ず
「
活
力
あ
る
交
流
都
市
」
実
現
に
向

け
て
、
石
和
温
泉
駅
前
の
区
画
整
理
や
花
火

大
会
の
観
覧
席
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
快
適
な
生
活
都
市
」
実
現
の
た

め
に
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
製
造
事
業
や
児
童

手
当
支
給
事
業
を
実
施
し
た
ほ
か
、
「
個
性

輝
く
自
立
都
市
」
実
現
の
た
め
に
屋
内
運
動

場
の
改
築
工
事
や
保
健
体
育
費
に
税
金
を
投

入
し
ま
し
た
。

　
※

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
表
１
の
と
お
り

で
す
。

　
財
政
用
語
ミ
ニ
事
典�

※
市
税
…
市
民
の
み
な
さ
ん
が
市

に
納
め
た
税
金
（
固
定
資
産
税

43
億
円
、
市
民
税
28
億
円
、
た

ば
こ
税
５
億
円
、
都
市
計
画
税

３
億
円
、
軽
自
動
車
税
２
億
円
、

入
湯
税
１
億
円
）

※
地
方
交
付
税
…
市
町
村
の
財
政

状
況
に
応
じ
て
国
税
か
ら
配
分

さ
れ
る
お
金

※
市
債
…
市
の
借
金

※
国
・
県
支
出
金
…
国
や
県
か
ら

の
補
助
金

※
民
生
費
…
福
祉
、
年
金
、
医
療
、

保
育
所
運
営
な
ど
に
使
わ
れ
る

お
金

※
議
会
・
総
務
費
…
議
会
や
庁
舎

管
理
、
戸
籍
事
務
な
ど
に
使
わ

れ
る
お
金

※
土
木
費
…
道
路
・
河
川
整
備
な

ど
に
使
わ
れ
る
お
金

※
公
債
費
…
借
金
返
済
の
た
め
の

お
金

※
教
育
費
…
学
校
や
図
書
館
、
公

民
館
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金

※
特
別
会
計
…
一
般
会
計
と
は
独

立
し
て
、
特
定
の
目
的
を
持
っ

た
事
業
を
行
う
会
計

市税
82

地方譲与税・
各種交付金

21

地方交付税
73

国県支出金
34

市債
38

繰入金
4

繰越金
14

その他
13

地方譲与税・
各種交付金

4

地方交付税
196

国県
支出金

7

村債
0

繰入金
576

繰越金
49

その他
3

村税
7
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一
般
会
計
決
算
を
『
ふ
え
ふ
き
家
の
一

年
間
の
家
計
』
に
置
き
換
え
て
、
わ
た
し

た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
笛
吹
市
の
台
所
事

情
を
考
え
て
み
よ
う
。

家
族
構
成

　
ふ
え
ふ
き
家
は
、
世
帯
主
の
ハ
ル
ノ
ブ

と
妻
ユ
ウ
、
長
男
タ
ロ
ウ
、
次
男
シ
ロ
ウ

の
４
人
家
族
。

　
父
ノ
ブ
シ
ゲ
は
、
ハ
ル
ノ
ブ
の
実
家
を

継
い
だ
兄
の
山
本
カ
ン
ス
ケ
の
家
族
だ
が
、

カ
ン
ス
ケ
の
仕
事
の
都
合
で
、
去
年
か
ら

ふ
え
ふ
き
家
に
居
候
し
て
い
る
。

援
助
を
あ
て
に
し
た
生
活
設
計

　
ふ
え
ふ
き
家
の
主
な
収
入
は
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
工
場
の
①

営
業
所
得
と
パ
ー
ト
収

入
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
②

ロ
ー
ン
返
済
を

は
じ
め
、
家
計
を
や
り
く
り
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
兄
カ
ン
ス
ケ
か
ら
③

生

活
費
の
援
助
を
受
け
て
い
る
。

「
も
し
も
し
、
カ
ン
ス
ケ
兄
さ
ん
、

ハ
ル
ノ
ブ
だ
よ
。

　
実
は
、
車
の
買
い
換
え
や
ら

ノ
ブ
シ
ゲ
じ
い
さ
ん
の
部
屋
の

改
築
や
ら
で
家
計
が
ピ
ン
チ
な

ん
だ
。
少
し
④

援
助
し
て
く
れ

な
い
か
な
。
兄
さ
ん
と
こ
は
景

気
が
い
い
ん
だ
ろ
。
」

「
そ
う
で
も
な
い
ん
だ
。
最
近

は
売
上
が
減
っ
て
、
以
前
の
よ

う
に
は
い
か
な
い
ん
だ
よ
。
」

「
そ
う
か
、
ど
こ
も
大
変
な
ん

だ
な
。
こ
れ
か
ら
ど
う
し
よ

う
…
」

　
そ
の
晩
、
ふ
え
ふ
き
家
は
家
族
会
議
を

開
い
た
。「

…
こ
ん
な
状
況
だ
か
ら
、
支

出
を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。
み

ん
な
も
協
力
し
て
く
れ
。
」

「
俺
の
⑤

小
遣
い
を
減
ら
す
の

だ
け
は
勘
弁
し
て
く
れ
よ
。
タ

ロ
ウ
兄
ち
ゃ
ん
の
仕
送
り
の
方

が
多
い
ん
だ
か
ら
。
」

「
こ
れ
以
上
削
ら
れ
た
ら
生
活

で
き
な
い
よ
。
そ
れ
よ
り
、
じ

い
ち
ゃ
ん
の
年
金
が
あ
る
だ
ろ

う
。
」

「
わ
し
の
年
金
を
あ
て
に
し
な

い
で
お
く
れ
。
年
金
は
病
院
の

支
払
い
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う

ん
だ
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
⑥

医

療
費
が
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。」

「
み
ん
な
、
自
分
の
こ
と
だ
け

じ
ゃ
な
く
て
、
少
し
は
家
計
の

こ
と
も
考
え
て
ち
ょ
う
だ
い
。

私
、
パ
ー
ト
を
増
や
そ
う
か
し

ら
。
」

①
家
計
の
所
得
に
あ
た
る
「
市
税
」
は
市

の
主
要
な
自
主
財
源
。
収
入
に
占
め

る
自
主
財
源
の
割
合
が
高
い
ほ
ど
財

政
が
健
全
。

②
ロ
ー
ン
返
済
金
に
あ
た
る
「
公
債
費
」

は
、
「
扶
助
費
」
や
「
人
件
費
」
と

と
も
に
削
減
が
困
難
な
お
金
。
支

出
に
占
め
る
割
合
が
少
な
い
ほ
ど

健
全
。

③
生
活
費
の
援
助
に
あ
た
る
の
が
「
地
方

交
付
税
」
。
標
準
的
な
行
政
に
必
要
な

お
金
は
、
「
地
方
交
付
税
」
と
し
て
国

か
ら
支
給
さ
れ
て
い
る
。
近
年
減
少

傾
向
。

④
（
改
築
費
の
援
助
）
国
・
県
は
、
特
定

の
政
策
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
市

町
村
に
「
支
出
金
（
＝
補
助
金
）
」

を
交
付
す
る
。
ノ
ブ
シ
ゲ
の
部
屋
の

改
築
は
カ
ン
ス
ケ
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
で
も
あ
る
。

⑤
（
小
遣
い
）
笛
吹
市
で
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
や
行
政
区
、
観
光
連
盟
、
医

師
会
な
ど
に
「
補
助
費
」
を
支
給
し
、

公
共
的
な
活
動
を
応
援
し
て
い
る
。

⑥
（
医
療
費
）
生
活
保
護
や
高
齢
者
福
祉

な
ど
の
社
会
保
障
に
か
か
る
支
出
を
「
扶

助
費
」
と
言
う
。
高
齢
化
に
伴
っ
て

扶
助
費
が
増
え
続
け
て
い
る
。

「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
注
文
を
増

や
し
て
い
く
し
か
な
い
な
。

　
だ
け
ど
、
カ
ン
ス
ケ
兄
さ
ん

の
援
助
は
、
あ
て
に
し
な
い
よ

う
に
し
な
い
と
な
。
早
く
自
立

で
き
る
よ
う
に
頑
張
ろ
う
。

　
こ
ん
な
こ
と
な
ら
、
⑦

借
金

し
て
ま
で
⑧

車
を
買
わ
な
き
ゃ

良
か
っ
た
よ
」
。

「
俺
も
バ
イ
ト
を
増
や
し
て
、

仕
送
り
⑨

に
頼
ら
な
い
で
生
活

で
き
る
よ
う
頑
張
る
よ
。
」

「
俺
も
協
力
す
る
よ
。
明
日
か
ら
、

父
さ
ん
の
仕
事
を
手
伝
う
よ
。」

「
あ
り
が
と
う
ね
。
そ
れ
と
も

う
一
つ
、
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
過
ぎ
た
わ
。
お
か
げ
で

お
父
さ
ん
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

だ
し
、
私
も
か
な
り
…
。
健

康
の
た
め
に
も
⑩

食
事
を
少
し

減
ら
す
わ
ね
。
」

「
今
こ
そ
家
族
が
⑪

協
力
し
な

い
と
な
。
と
な
り
で
も
カ
イ
カ

ク
を
始
め
た
そ
う
だ
よ
。

　
い
き
な
り
家
計
を
黒
字
に

す
る
こ
と
は
難
し
い
け
ど
、

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と

思
う
。
い
つ
ま
で
も
家
族
み

ん
な
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、

⑫

健
全
な
家
計
を
築
い
て
い
こ

う
よ
。
」

⑦
家
計
の
借
金
に
あ
た
る
「
市
債
」
は
、

資
金
調
達
の
手
段
の
一
つ
。

　
　
笛
吹
市
民
の
市
債
残
高
は
、
一
人
あ
た
り

45
万
円
で
、
特
別
会
計
を
含
め
る
と
91
万

円
に
な
る
。一
方
、貯
金
残
高
に
あ
た
る「
基

金
」は
一
人
あ
た
り
14
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

⑧
車
の
買
い
換
え
の
よ
う
に
将
来
の
財
産

と
な
る
支
出
を
「
投
資
的
経
費
」
と

い
う
。
道
路
や
学
校
の
建
設
費
な
ど

金
額
が
大
き
い
の
が
特
徴
。

⑨
家
計
の
仕
送
り
に
あ
た
る
の
が「
繰
出
金
」。

国
保
や
水
道
な
ど
特
別
会
計
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
出
金
で
補
わ
れ
て
い
る
。
仕

送
り
に
頼
ら
ず
、自
立
で
き
る
の
が
理
想
。

⑩
食
費
に
あ
た
る
支
出
を
「
人
件
費
」
に
置
き

換
え
て
み
た
。
笛
吹
市
で
は
５
年
間
で
職
員

１
０
０
人
減
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
ス
リ
ム

な
市
役
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⑪
厳
し
い
財
政
の
中
で
ま
ち
づ
く
り
を
行

っ
て
い
く
た
め
、
行
政
と
議
会
、
地
域
、

団
体
、
企
業
、
そ
し
て
市
民
が
協
力
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

⑫
財
政
破
た
ん
が
起
き
な
い
よ
う
、
財
政

健
全
化
を
判
断
す
る
指
標
を
作
成
中
。

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
財
政
課
　
行
政
改
革
担
当

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
２
６
９
）

世帯主：ハルノブ

世帯主：ハルノブ世帯主：ハルノブ世帯主：ハルノブ 世帯主：ハルノブ

兄：カンスケ

次男：シロウ次男：シロウ 父：ノブシゲ 長男：タロウ長男：タロウ 妻：ユウ妻：ユウ
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山
梨
リ
ニ
ア
実
験
線
は
、

境
川
町
を
起
点
と
し
て
、

上
野
原
市
秋
山
を
終
点
と

す
る
延
長
42
・
８
㎞
の
路

線
で
、
笛
吹
市
、
大
月
市
、

都
留
市
、
上
野
原
市
の
４

市
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。

　
先
行
区
間
︵
延
長
18
・

４
㎞
︶
に
つ
い
て
は
、
既

に
供
用
し
て
お
り
、
現
在
、

未
完
成
区
間
︵
延
長
24
・

４
㎞
︶
の
建
設
に
も
着
手

し
て
い
ま
す
。

　
実
験
線
を
平
成
25
年
度

ま
で
に
建
設
し
て
、
そ
の

後
３
年
間
、
営
業
に
適
用

可
能
な
状
態
に
す
る
た
め

に
必
要
な
試
験
を
網
羅
的

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

未
完
成
区
間
の
建
設
は
、

Ｊ
Ｒ
東
海
と
鉄
道
・
運
輸

機
構
が
分
担
し
て
行
い
、

笛
吹
市
域
の
建
設
は
、
鉄

道
・
運
輸
機
構
が
担
当
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
19
年
度
は
、

鉄
道
・
運
輸
機
構
と
山
梨

県
が
ト
ン
ネ
ル
工
事
用
の

道
路
の
建
設
を
行
う
予
定

で
す
。

▽
地
盤
の
状
況
確
認
の
た
め
の
地
質

調
査

▽
水
資
源
確
認
の
た
め
の
水
文
調
査

▽
埋
蔵
文
化
財
の
試
掘
調
査
︵
県
︶

　トンネル工事や高架橋整備区間の工事が、来年から始まります。沿線のみなさんをは
じめ、市民のみなさんには極力ご迷惑をかけることのないように努力してまいります。
ご理解のうえご協力をお願いします。

県
選
出
国
会
議
員
や
リ
ニ
ア
関
係
国
会
議
員
に
、

リ
ニ
ア
中
央
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
早
期
実
現
と
、

実
験
線
沿
線
に
お
け
る
環
境
対
策
に
十
分
配
慮

し
て
工
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
協
力
を
お
願
い

す
る
荻
野
市
長
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笛吹市男女共同参画推進委員会

笛ちゃん 吹ちゃん

男女共同参画の行政担当窓口は、笛吹市役所市民環境部市民活動支援課です。

☎０５５（２６２）４１１１（内線１７３）

杉原五十子、高野比登美、佐野英美、野沢初美、石原文子、芝垣玲子、宮川美代子、
橘田敏子、曽根敦子、上矢瑛子、窪田喜久子（女性団体連絡協議会）、太田孝生（PTA連
合会）、飯室弘行（保育所保護者会）
長田憲明、和泉正江、雨宮融、日高せい子、吉原五鈴子、中村幸子、市川邦忠、
丸山嶺男（校長会）、飯塚武子（女性団体連絡協議会）、中川秀哉（議会）、
林進一（民生児童委員会）、山本歌代子（介護保険事業者連絡会）
清水榮子、古屋勇、海野菊美、宮川勝明、飯塚秀平、三科一彦、佐野はな江、韮塚純子、
祖父江正（連合区長会）、新田治江（議会）、川村恵子（議会）、新家正彦（商工会）、
荻野勇夫（農業委員会）、松田みつ子（社会教育委員会）

（順不同敬称略）　※（　）内は所属団体名

■問合せ先　　建設部　土木課　リニア対策担当　☎０５５（２６５）４７６１



　市では、平成18・19年度に笛吹市の水道事業運営の指針となる「笛吹市水道

事業基本計画」を策定しています。この計画において６町（地理的に芦川町は除く）

の水道事業を統一し、笛吹市水道事業として新たにスタートします。このための国の事業認可を取得す

るには料金を統一する必要があります。

現状は、これら2つの表のとおりです。このような状況を改善するため、今後どのように統一していく

か水道委員会で検討しています。市民のみなさんのご理解ご協力をお願いします。

　
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
に
安
全
で
安
心

な
水
を
絶
え
間
な
く
送
り
続
け
る
た
め
に
、

水
道
施
設
の
整
備
や
拡
張
お
よ
び
日
々

安
全
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
費
用
は
、
み
な
さ
ん
に
支

払
っ
て
い
た
だ
く
水
道
料
金
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
お
支
払
い
い
た
だ
か
な
い
と
健
全
な

運
営
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
期
日
ま
で

に
お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
料
金
の
未
納
が
あ
る
場
合
は
、
分
割

納
付
な
ど
の
ご
相
談
も
承
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
水
道
料
金
・
温
泉
使
用
料
に
つ
い
て

　
水
道
業
務
課�

料
金
担
当

　
☎
０
５
５
３
（
２
６
）
５
５
４
６

　
基
本
計
画
・
水
道
委
員
会
に
つ
い
て

　
水
道
工
務
課
・
水
道
業
務
課�

総
務
担
当

　
☎
０
５
５
３
（
２
６
）
５
５
９
６

①料金体系の抜粋（現在、2カ月で60㎥使用した場合の市内水道料金）

水　量

60㎥ 5,670 6,405 5,607 5,145 3,465 5,770 840

石和町 御坂町 一宮町 八代町 境川町 春日居町 芦川町

（単位:円）

②給水費用と売上（平成18年度中の各町別の1㎥の飲料水を作る費用と1㎥の飲料水の売上）

項　目

1㎥費用 111.7 177.5 161.1 129.3 156.0 110.8 134.0

1㎥売上 105.2 113.7 106.0 91.4 77.2 102.4 18.8

石和町 御坂町 一宮町 八代町 境川町 春日居町 芦川町

（単位:円）

納
入
通
知
書

督
促
状

催
告
状

停
水
予
告
書

給
水
停
止

約35日約30日 約35日
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▽
火
災
、
暴
風
雨
な
ど
の
災
害
に
よ
る
傷

病
者

▽
交
通
事
故
や
公
衆
の
出
入
り
す
る
場
所

で
の
傷
病
者

▽
屋
内
に
お
い
て
生
じ
た
事
故
、
急
病
な

ど
で
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
し
、
も
し
く

は
著
し
く
悪
化
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、

他
に
適
当
な
搬
送
手
段
が
な
い
場
合
に

お
け
る
傷
病
者

※
救
急
出
動
件
数
は
５
年
前
に
比
べ
て
約

１
０
０
０
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
緊
急

性
の
な
い
方
は
、
自
家
用
車
ま
た
は
タ

ク
シ
ー
で
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
心
臓
が
停
止
し
て
か
ら
約
３
分
、
呼
吸

が
停
止
し
て
か
ら
約
10
分
位
た
つ
と
、
命

が
助
か
ら
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
救

急
車
は
現
場
ま
で
平
均
６
分
位
か
か
り
ま

す
。

　
一
刻
も
早
く
現
場
に
い
る
人
が
、
気
道

確
保
、
人
口
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

す
る
こ
と
が
救
命
率
を
高
め
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

※
携
帯
電
話
か
ら
「
１
１
９
番
」
通
報
す

る
と
、
市
消
防
本
部
指
令
室
に
つ
な
が

り
ま
す
。

※
心
肺
蘇
生
法
の
指
導
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）

を
受
け
た
い
方
や
団
体
は
、
笛
吹
市
医

師
会
ま
た
は
市
消
防
本
部
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▽
具
合
の
悪
い
時
は
早
め
に
診
察
を
受
け

る
▽
症
状
を
明
確
に
話
す

▽
医
師
を
信
頼
し
、
む
や
み
に
医
師
を
替

え
な
い

▽
薬
は
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
正
し
く
飲
む

▽
診
察
時
間
内
に
診
て
も
ら
う

（ 市 外 へ の 出 動 9 9 件 を 含 む ）

合　計 19292402641561621932173633663743821,3931,456

その他 0027312626101746503642281302

一般負傷 91139422628252556566467164173

交　通 1532272119221959528371200182

急　病 9131421648389136156202208191202748799

種別

市町村

人員件数 人員件数 人員件数 人員件数 人員件数 人員件数 人員件数

芦　川春日居境　川八　代一　宮御　坂石　和

笛　吹　市

▽
毎
日
の
食
事
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
や

塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
気
を
付
け
る

▽
適
度
な
運
動
を
毎
日
続
け
る

▽
家
族
で
で
き
る
運
動
を
考
え
る

▽
適
度
な
休
養
を
と
る
習
慣
を
つ
け
る

▽
年
に
１
・
２
回
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
健

康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

■
問
合
せ
先

　
市
消
防
本
部

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）０
１
１
９

※
笛
吹
市
医
師
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

救急法（AED）
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８
月
４
日
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
皮
切
り
に
、
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
柔
道
・
剣
道
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
各
会
場
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
猛
暑
が
続
い
た
中
、
汗
を
い
っ
ぱ
い
流
し
な

が
ら
、
団
員
同
士
で
励
ま
し
合
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

　
　

　■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
８
月
４
日
）

▽
５
・
６
年
生
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
三
枝
・
磯
野�

組
（
石
和
）

　
準
優
勝
　
児
玉
・
坂
本�

組
（
石
和
）

　
第
３
位
　
三
枝
・
田
中�

組
（
一
宮
）

　
　
〃
　
　
金
子
・
上
田�

組
（
一
宮
）

▽
６
年
生
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
土
橋
・
東
方�

組
（
加
納
岩
）

　
準
優
勝
　
穴
山
・
岩
柳�

組
（
一
宮
）

　
第
３
位
　
阿
部
・
倉
内�

組
（
加
納
岩
）

　
　
〃
　
　
古
屋
・
太
田�

組
（
加
納
岩
）

▽
４
年
生
以
下
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
望
月
・
向
山�

組
（
加
納
岩
）

　
準
優
勝
　
奈
良
・
丸
山�

組
（
一
宮
）

　
第
３
位
　
佐
野
・
金
丸�

組
（
石
和
）

▽
５
年
生
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
深
田
・
相
川�

組
（
境
川
）

　
準
優
勝
　
鈴
木
・
土
屋�

組
（
加
納
岩
）

　
第
３
位
　
小
田
和
・
井
上�

組
（
加
納
岩
）

　
　
〃
　
　
三
澤
・
水
上�

組
（
境
川
）

▽
４
年
生
以
下
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
中
村
・
龍
澤�

組
（
境
川
）

　
準
優
勝
　
望
月
・
金
丸�

組
（
加
納
岩
）

　
第
３
位
　
秋
山
・
牛
山�

組
（
加
納
岩
）

　
　
〃
　
　
古
川
・
大
久
保�

組
（
境
川
）

■
柔
道
（
８
月
11
日
）

▽
団
体
戦
の
部

《
小
学
校
１
部
》

　
優
　
勝
　
御
坂
Ｊ
Ｓ
Ｓ

　
準
優
勝
　
石
和
柔
道
会
Ｂ

　
第
３
位
　
一
宮
町
Ｊ
Ｓ
Ｓ
、八
代
Ｊ
Ｓ
Ｓ

《
小
学
校
２
部
》

　
優
　
勝
　
御
坂
Ｊ
Ｓ
Ｓ

　
準
優
勝
　
一
宮
町
Ｊ
Ｓ
Ｓ

　
第
３
位
　
石
和
柔
道
会
Ｂ
、
八
代
Ｊ
Ｓ
Ｓ

▽
個
人
の
部

《
中
学
の
部
》

　
優
　
勝
　
古
屋
篤
史
（
一
宮
中
）

　
準
優
勝
　
雨
宮
拓
矢
（
御
坂
中
）

　
第
３
位
　
松
木
雄
一
（
一
宮
中
）

　
　
〃
　
　
岩
間
嘉
大
（
一
宮
中
）

《
小
学
校
１
部
》

　
優
　
勝
　
雨
宮
昇
平
（
御
坂
）

　
準
優
勝
　
森
田
裕
也
（
石
和
）

　
第
３
位
　
横
山
智
彦
（
一
宮
町
）

　
　
〃
　
　
中
本
和
典
（
石
和
）

《
小
学
校
２
部
》

　
優
　
勝
　
上
野
啓
太
（
御
坂
）

　
準
優
勝
　
砂
田
竜
哉
（
八
代
）

　
第
３
位
　
窪
　
秀
幸
（
一
宮
町
）

　
　
〃
　
　
桐
戸
勇
希
（
石
和
）

■
剣
道
（
８
月
11
日
）

▽
中
学
生
の
部

　
優
　
勝
　
石
和

　
準
優
勝
　
石
和
富
士
見

　
第
３
位
　
一
宮
、
御
坂

▽
小
学
生
の
部

　
優
　
勝
　
石
和

　
準
優
勝
　
石
和
富
士
見

　
第
３
位
　
御
坂
、
八
代

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
８
月
19
日
）

▽
６
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
石
和

　
準
優
勝
　
御
坂

　
第
３
位
　
一
宮
女
子
、
ス
フ
ィ
ー
ダ
笛
吹

▽
５
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
石
和
Ａ

　
準
優
勝
　
一
宮

■
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
８
月
25
日
）

▽
６
年
生
以
下
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
一
宮

　
準
優
勝
　
八
代

　
第
３
位
　
市
川

▽
６
年
生
以
下
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
八
代

　
準
優
勝
　
石
和

　
第
３
位
　
春
日
居
、
一
宮

▽
５
年
生
以
下
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
八
代

　
準
優
勝
　
春
日
居

　
第
３
位
　
一
宮
、
市
川

▽
５
年
生
以
下
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
八
代

　
準
優
勝
　
市
川

　
第
３
位
　
御
坂

▽
４
年
生
以
下
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
八
代

　
準
優
勝
　
市
川

　
第
３
位
　
春
日
居

▽
４
年
生
以
下
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
八
代

　
準
優
勝
　
春
日
居

　
第
３
位
　
市
川
、
石
和

ミニバスケットボール

柔　道

　
歳
を
と
っ
て
、
心
や
体
の
機
能
が
低

下
す
る
の
は
仕
方
が
な
い
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　
心
や
体
の
機
能
を
低
下
さ
せ
て
し
ま

う
原
因
は
、
「
も
う
歳
だ
か
ら
」
「
お
っ

く
う
だ
か
ら
」
と
身
の
回
り
の
こ
と
を

気
に
し
な
く
な
っ
た
り
、

外
出
し
な
く
な
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
体
や
頭

を
使
わ
な
い
生
活
は
、

筋
力
だ
け
で
な
く
意
欲

も
低
下
さ
せ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
市
で
は
、
昨
年
か
ら

基
本
健
診
の
中
で
生
活

機
能
評
価
を
行
っ
て
お

り
、
受
診
し
た
方
に
、

今
ま
で
気
付
か
な
か
っ

た
自
分
の
生
活
上
の
問

題
点
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
対
象
者
に
は
、
介

護
予
防
事
業
へ
の
参
加

を
勧
め
て
い
ま
す
。

　①
「
貯
筋
塾
」（
運
動
機
能
向
上
事
業
）

　
年
齢
で
筋
力
が
落
ち
る
こ
と
は
仕
方

が
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
れ

は
、
筋
肉
を
使
わ
な
い
の
で
体
が
な
ま

っ
て
し
ま
う
現
象
で
す
。

　
何
歳
に
な
っ
て
も
運
動
器
の
機
能
は

向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
足
腰

に
筋
力
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
筋
肉
を
定
期
的
に
使
う
運
動
を
行
い
ま

す
。

　
全
12
回
（
３
カ
月
間
）

　
（
担
当
　
健
康
運
動
指
導
士
・
看
護
師
）

�

②
「
か
ま
ど
塾
」（
栄
養
改
善
事
業
）

　
介
護
予
防
の
基
本
は
食
べ
る
こ
と
で

す
。
栄
養
に
つ
い
て
考
え
る
だ
け
で
な

く
、
旬
の
も
の
を
食
べ
る
楽
し
み
、
好

物
を
食
べ
る
楽
し
み
、
献
立
を
立
て
る

楽
し
み
、
料
理
を
作
る
楽
し
み
、
買
い

物
を
す
る
楽
し
み
な
ど
に
つ
い
て
、
み

ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
全
６
回
（
６
カ
月
間
）

　（
担
当
　
市
の
栄
養
士
）

③「
か
む
か
む
塾
」

　
　
　
　
　
　（
口
腔
機
能
向
上
事
業
）

　
固
い
物
が
食
べ
に
く
く
な
っ
た
、
お

茶
な
ど
に
む
せ
る
、
口
の
渇
き
が
気
に

な
る
な
ど
、
生
活
機
能
評
価
で
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
。

　
口
の
手
入
れ
や
口
の
体
操
な
ど
を
通

し
て
、
「
口
の
寝
た
き
り
」
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

▽
全
３
回
（
３
カ
月
間
）

　（
担
当
　
歯
科
衛
生
士
）

　
以
上
の
３
事
業
の
他
に
、
「
話
を
す
る

機
会
を
増
や
す
」
こ
と
も
介
護
予
防
に
大

き
く
役
立
ち
ま
す
。
各
公
民
館
な
ど
で
行

わ
れ
て
い
る
「
や
っ
て
み
る
じ
ゃ
ん
」
へ

の
参
加
も
お
勧
め
で
す
。

　
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
自

分
の
で
き
る
こ
と
の
範
囲
を
広
げ
、
元
気

な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
に
取
り
組
み
、
自

立
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１



笛吹市民講座「スコレー大学」3学期講座受講申込書

11月１日（木）～20日（火）　午前９時～午後５時

期間を過ぎても定員に達しない講座は、各窓口に掲示して再募集をする場合があります。

規定の申込書に記入して、持参・郵送・ファックスのいずれかでお申し込みください。申込書は市

内各支所または図書館、各地域教育担当窓口などに用意してあります。また、このページのコピー

もご利用いただけます。なお、必ずそれぞれの講座番号と講座名をご記入ください。

○持参、郵送の場合

「笛吹市教育委員会�生涯学習課」窓口　または「各支所地域課�地域教育担当」窓口へ

（各施設などの閉庁日、休館日を除きます）

○ファックスの場合

「笛吹市教育委員会�生涯学習課�生涯学習担当」へ

　

〒４０６－００３５　笛吹市石和町広瀬６２６－１(スコレーセンター内)

　　　　　　　　　　笛吹市教育委員会生涯学習課　生涯学習担当

　　　　　　　　　　☎０５５(２６３)７９５９　FAX０５５(２６３)７９６０

○各講座は約90分の予定ですが、講座により多少前後します。また、時間設定が特殊な講座もあり

ますので講座案内をご確認ください。

○希望者が一定の数に達しない場合など、講座を取りやめることもあります。

○応募者が定員を超えた場合は、抽選で受講者を決定します。その際、笛吹市民を優先させていた

だきます。

○受講が決定した方には、講座受講者決定通知書をお届けしますので必ず内容をご確認ください。

○材料費・テキスト代・使用料・入場料・保険料などが必要な講座の受講決定者には、先にその負

担金を納入していただきます。講座受講者決定通知書でお知らせする銀行口座へ必要な金額を振

り込んでください。期限までに納入されない場合は、キャンセルとみなされますのでご注意くだ

さい。

○受講者の都合で受講ができなくなった場合は、負担金の返金はできません。主催者の都合で講座

が行われなかった場合は、振込み手数料を除いて返金します。

■ 募 集 期 間

■ 申 込 方 法

■申込・問合せ先

■そ� の� 他

住　所

電話番号

生年月日 明・大・昭・平　　　年　　　月　　　日

ふりがな 男・女

申込者氏名

希望する講座番号 講　座　名

〒

1213 KOHO�FUEFUKI
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清
和
源
氏
（
せ
い
わ
げ
ん
じ
）
の
名

門
で
あ
る
武
田
氏
で
す
が
、
信
玄
の
父

で
あ
る
信
虎
が
、
甲
斐
国
を
統
一
し
て

戦
国
大
名
と
し
て
の
権
威
を
確
立
す
る

ま
で
は
、
苦
難
の
連
続
で
し
た
。

　
特
に
、
応
永
24
年
（
１
４
１
７
年
）
、

武
田
氏
第
十
三
代
の
武
田
信
満
（
の
ぶ

み
つ
）
が
、
関
東
で
起
こ
っ
た
「
上
杉

禅
秀
（
ぜ
ん
し
ゅ
う
）
の
乱
」
に
関
与

し
て
敗
死
す
る
と
、
甲
斐
国
内
で
は
武

田
氏
の
一
族
で
あ
る
穴
山
氏
・

逸
見
（
へ
み
）
氏
、
守
護

代
の
跡
部
（
あ
と
べ
）
氏

の
他
、
中
小
様
々
な
領
主

層
が
勢
力
を
争
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
武
田
氏
は

甲
斐
守
護
に
任
命
さ
れ
な

が
ら
、
甲
斐
国
に
入
国
で

き
な
い
と
い
う
状
態
が
長

く
続
き
ま
し
た
。

　
康
正
（
こ
う
せ
い
）
元

年
（
１
４
５
５
年
）
、
武

田
信
昌
（
の
ぶ
ま
さ
）
が

わ
ず
か
９
歳
で
武
田
氏
第

十
六
代
を
継
ぐ
頃
に
は
、

守
護
代
の
跡
部
明
海
（
み

ょ
う
か
い
）
・
景
家
（
か

げ
い
え
）
親
子
が
勢
力
を

誇
っ
て
い
ま
し
た
。
信
昌
は
、

寛
正
５
年
（
１
４
６
４
年
）

に
跡
部
明
海
が
亡
く
な
る

と
攻
勢
に
転
じ
、
翌
６
年
、

跡
部
景
家
を
小
田
野
山
（
お
だ
の
や
ま
）

城
（
山
梨
市
牧
丘
町
）
に
滅
亡
さ
せ
、

よ
う
や
く
甲
斐
守
護
と
し
て
の
地
位
を

確
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
宮
町
金
沢
の
広
厳
院
は
、
武
田
信

昌
と
土
地
の
豪
族
、
塩
田
長
者
降
矢
対

馬
守
（
ふ
り
や
つ
し
ま
の
か
み
）
が
、

寛
正
元
年
（
１
４
６
０
年
）
に
建
立
し

た
曹
洞
宗
の
名
刹
で
す
。
建
立
当
初
は

跡
部
氏
と
の
抗
争
の
最
中
で
し
た
が
、

抗
争
に
勝
利
し
た
後
の
文
明
19
年
（
１

４
８
７
年
）
に
、
信
昌
は
新
た
に
寺
領

を
寄
進
し
て
い
ま
す
。

　
広
厳
院
に
は
、
こ
の
信
昌
の
寄
進
状

に
始
ま
り
、
信
縄
（
の
ぶ
つ
な
）
―�

信

直
（
の
ぶ
な
お
）（
信
虎
）
―�

晴
信
（
信

玄
）
―�
勝
頼
と
、
五
代
に
わ
た
る
文
書

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
代
は
文
明
19

年
か
ら
天
正
５
年
（
１
５
７
７
年
）
ま

で
約
１
０
０
年
に
及
び
、
僧
侶
た
ち
の

保
護
や
寺
領
の
寄
進
な
ど
、
武
田
氏
代
々

の
当
主
た
ち
が
、
厚
い
庇
護
を
行
っ
て

き
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
天
正
10
年
（
１
５
８
２
年
）
３
月
11
日
、

織
田
信
長
・
徳
川
家
康
の
連
合
軍
に
攻

め
ら
れ
た
勝
頼
は
大
和
村
田
野
で
自
害
し
、

武
田
氏
は
滅
亡
し
ま
す
。
広
厳
院
七
世

の
拈
橋
（
ね
ん
き
ょ
う
）
和
尚
は
、
翌

日
現
地
を
訪
れ
、
勝
頼
主
従
の
亡
骸
を

集
め
て
供
養
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
約
１
０
０
年
間
に
わ
た

っ
て
武
田
氏
の
崇
敬
を
受
け
、
そ
の
滅

亡
に
際
し
て
は
供
養
を
行
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
広
厳
院
は
ま
さ
に
武
田
氏
の

興
亡
を
見
つ
め
て
き
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
広
厳
院
に
は
、
そ
の
後
も
加
藤
光
泰
、

浅
野
長
継
と
い
っ
た
甲
斐
国
の
支
配
を

任
さ
れ
た
大
名
た
ち
の
文
書
も
残
さ
れ

て
お
り
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

至
る
甲
斐
国
の
支
配
の
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

広厳院本堂

武田信昌寄進状

武田勝頼寺領安堵状



竜澤留理佳先生

3月4日・11日・18日　午後1時30分

八代総合会館

☆初心者向けのクラスです。気軽に楽しく英会話を学
んでみませんか。

茅野しずか先生

1,200円

一宮桃の里ふれあい文化館

2月2日・9日　午前9時30分

24人

15人

☆1回目はメロンパンともう一品、2回目はシナモンロー
ルともう一品を作ります。粉のこね方から学びましょ
う。おやつや主食にいかがでしょうか。

山梨園芸高校　橘田正博先生・米山正仁先生

2,000円

3月14日　午後1時30分

園芸高校

☆春の寄せ植え教室です。あなたのオリジナルで素敵
な寄せ植えをしてみませんか！

25人

山梨園芸高校　橘田正博先生・米山正仁先生

2,000円

3月7日　午後1時30分

2月5日　午前10時30分
スコレーパリオ駐車場　集合出発

園芸高校25人

☆春の寄せ植え教室です。あなたのオリジナルで素敵
な寄せ植えをしてみませんか！

☆使えば使う程良さが分かる！天然のハチミツハーブ
入りハーブ石鹸。年齢、性別に関係なく一緒に作り
ませんか。

甲府冨士屋ホテル�スタッフ

3,500円甲府富士屋ホテル

25人

1月22日　午後7時30分

2月16日　午後1時30分

清水きく子先生

1,000円

八代働く婦人の家

10人

20人 15人

☆フランス料理を楽しみながらマナーを学ぶ。会食の時、
意外と緊張するのが食事のマナーです。この講座で
一般的な食事のマナーを紹介します。

宮川一英先生

4,000円

1,000円 境川総合会館

2月27日、3月5日・12日・19日　午前11時

20人田中貞正先生

2,000円

八代総合会館

☆「小さなやすらぎ・ほっとしたひととき。」あなたの一
鉢を育ててみませんか。

一宮桃の里ふれあい文化館

竜澤友子先生

2月15日・22日、3月7日・14日
午前10時～

☆個人で自分の余暇を楽しむことができる絵手紙は人
気です。楽しみながら、あなただけの味わい深い作品
を描きましょう。今回は絵手紙で素敵なランチマッ
トやコースターを作ります。

☆みんなで楽しくうどん・そば作りに挑戦して、ゆで
たてのおいしいうどん・そばを味わってみませんか。

2,000円

境川坊ヶ峯ふれあいセンター

山梨県消費生活研究会｢食の会」代表　仲澤早苗先生

2月19日・26日　午前9時30分

30人

☆色鮮やかな花寿司、巻き終わって切り口を見たとき
の感動の飾り巻き寿司あなたも作ってみませんか。
見て楽しい、食べておいしいお寿司を作ります。

講 師

場 所

日 時

講座11 初心者英会話教室

講 師 定 員

定 員場 所

受講料

日 時

講座16 初心者の美味しい焼きたてパン作り

講 師

場 所

受講料

日 時

講座12 ガーデニング教室②

定 員

講 師

場 所

受講料

日 時

日 時

定 員

講座17 ガーデニング教室①

講座13 ハーブティーとハーブ石鹸づくり

講 師 定 員

定 員

場 所 受講料

日 時

日 時

講 師 定 員

場 所

受講料

講座18 テーブルマナー教室

講 師

場 所

受講料

受講料

講座14 ミニ盆栽教室

講 師 定 員

日 時

講 師

場 所

受講料

定 員

場 所

日 時

講座19 絵手紙を楽しむ講座

講座15 うどん・そばづくり教室

講 師

定 員

場 所

受講料

日 時

講座20 花寿司・飾り巻き寿司講座

河埜壽美子先生

1月17日、2月21日　午後7時

スコレーパリオ

15人

20人

☆斬新なアレンジメントを楽しく学び、お家でも簡単
にできるラッピングテクニックを伝授。

竹内正美先生

4,000円

3,150円

スコレーセンター

1月16日・30日　午後7時

15人

☆みんなで楽しく「うさひな」を作ろう。お気軽にご
参加ください。

ピーシーワークス

3,150円

3,000円

2月15日・19日・22日・26日・29日
午後7時～9時

ピーシーワークス

☆ホームページ閲覧、便利なサイト紹介、インターネット申
し込みと設定方法、メール送受信、ネットオークション
など、インターネットの便利な活用講座、夜の部です。

ピーシーワークス

2月15日・20日・22日・27日・29日
午前10時～12時

ピーシーワークス

20人

☆ホームページ閲覧、便利なサイト紹介、インターネッ
ト申し込みと設定方法、メール送受信、ネットオー
クションなど、インターネットを便利に使いこなす
講座、午前の部です。

15人志村まき子先生

3,000円

1月23日・30日、2月6日・13日・20日
午後1時30分

春日居あぐり情報ステーション

☆レーザークラフトでお内裏様とお雛様を作ります。
手作りのお雛様で桃の節句を楽しみましょう。

市教育委員会　内田裕一先生

3月6日　午後１時

入館料実費負担

スコレーパリオ駐車場

25人

☆塩山市の甘草屋敷のつるし雛祭り見学と石和町の八
田書院のお雛様の見学をします。

樋笠恵子先生

3,000円

1月16日・17日　午前10時2月26日・27日、3月4日・5日・11日
午後2時

スコレーセンター料理実習室

☆健康食「発酵食品」の代表、本場韓国の家庭で作ら
れている「お母さんの手作りキムチ」を韓国出身の
講師と一緒に本格的に作ります。また、カクテキ、
きゅうりの和え物も作ります。

夛田一晴先生

2,500円

スコレーパリオ

6人 20人

☆磁器の皿2枚に、九谷呉須と上絵具を使って絵付け
をします。

ちりめんクラブ　結菅原さち子先生

7,000円

1月16日、2月6日・20日、3月5日・19日　
午後7時30分

スコレーパリオ

☆なかなか手に入れることの出来ない古布縮めんを使っ
て、細工物を作ります。古布で作るので同じものは
2つとしてありません。忙しい中でも作成する時間
を持つと心にゆとりが持てます。5回目が終了する
ころには4種類12個で吊るし飾りが完成します。

10人ちりめんクラブ　結菅原さち子先生

7,000円

1月16日、2月6日・20日、3月5日・19日　
午前10時

スコレーパリオ

☆なかなか手に入れることの出来ない古布縮めんを使っ
て、細工物を作ります。古布で作るため同じものは
2つとしてありません。忙しい中でも作成する時間
を持つと心にゆとりが持てます。5回目が終了する
頃には4種類12個で吊るし飾りが完成します。

10人

講 師 定 員

場 所

日 時

講座1 バレンタイン・おひなさまアレンジメントラッピング

講 師 定 員

場 所

受講料

受講料

日 時

講座6 パッチワークでおひなさま

講 師 定 員

場 所

受講料

受講料

日 時

講座2 インターネットメール講座（夜）

講 師 定 員

場 所

日 時

講座7 インターネットメール講座（昼）

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座3 手作り雛人形教室

講 師 定 員

受講料

集合場所

日 時

講座8 甘草屋敷つるし雛祭り見学

講 師

場 所

受講料

日 時日 時

講座4 キムチづくり～本格オモニの味～

講 師 定 員 定 員

場 所

受講料

講座9 九谷焼上絵付け

講 師

場 所 受講料

日 時

講座5 古布縮めんの小物づくり～自分だけの吊るし細工で飾る～夜の部

定 員講 師

場 所 受講料

日 時

定 員

講座10 古布縮めんの小物づくり～自分だけの吊るし細工で飾る～昼の部
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山梨県立青少年センターレインボースポーツ塾　専任インストラクター

プール使用料実費負担

1月29日、2月5日・19日・26日、3月4日
午後2時～4時

山梨県立青少年センター

☆アクアビクスは、誰でも楽しくできる水中運動で、ジョギングよりも効率良い
脂肪燃焼運動です。冬場に脂肪をため込まないためにも、快適な温水プールで
専門家の指導を受け、楽しく有意義な時間と健康的な体を手に入れましょう!!

スコレー太極拳指導員

スコレーセンター

1月18日・25日、2月1日・8日・15日
午後7時30分

30人

15人

☆太極拳は中国の伝統的な武術で、生涯スポーツとし
て多くの人々に親しまれています。心身ともにリラッ
クスするゆったりとした動きですので、どなたでも
気軽に参加してください。

スポーツ振興課　半田美恵子先生

1月22日・29日、2月5日・19日・26日
午前10時

スコレーセンター

☆歌謡曲からクラッシックまで、あらゆるジャンルの
曲に合わせた体操を楽しみます。激しい動きではな
いので気軽に参加してください。

スポーツ振興課　半田美恵子先生

八代働く婦人の家

1月21日、2月4日・18日、3月3日・17日
午前10時

30人

30人

☆くつろぐこと、緊張をほぐすことをテーマにした講座
です。健康な生活を維持するためには、緊張とリラック
スのバランスが必要です。やさしいヨガのポーズとス
トレッチを取り入れながら心と体をほぐしていきます。

御坂町文化協会茶道部員

1,000円

1月10日・17日、2月7日・21日、3月6日
午後1時

御坂町農村センター

☆お作法、割り稽古、薄茶、お菓子のいただき方、盆略点
前、茶道の基本を学びます。

早川ましろ先生

御坂町農村センター

2月6日・13日・20日・27日　午前10時

20人

20人

20人

☆ゆっくりとした呼吸、動きによって、自分の力で心身
ともに健やかになれます。身体を内側から暖め、心を
癒し、ダイエットにもつながります。

御坂町文化協会絵画（版画）部員

1月10日・17日・24日・31日、2月7日
午後1時30分

御坂町農村センター

☆彫刻刀で板に絵を刻み、絵具で紙に写します。みんな
で木版画の楽しさを体験してみましょう。

御坂町農村センター

御坂町文化協会書道部員

1月12日・26日、2月2日・16日、3月1日
午後1時30分

20人

☆漢字、かななどの基礎練習、展示用作品の作成をします。
どなたでも気軽に始められますのでどうぞお申し込
みください。

石和町文化協会三味線部員

8,500円

1月18日・25日、2月8日・15日・22日
午後7時30分

スコレーセンター

☆初心者向け三味線講座です。音の出し方から始め、簡
単な曲が弾けるように練習します。三味線はお貸し
します。

3,000円 500円

6,000円御坂町農村センター

御坂町文化協会手芸部員

1月23日、2月6日・20日、3月5日・12日
午後1時30分

20人

15人

☆簡単な模様のセーターを編みます。基本から学びま
すので、初心者でも安心して編めます。

講 師

会 場

受講料

日 時

講座21 アクアビクスでメタボ解消！講座

講 師 定 員

定 員場 所

日 時

講座26 武術太極拳講座

講 師

場 所

日 時

講座22 エンジョイ・リズム体操講座

講 師 定 員

定 員場 所

日 時

講座27 やさしいカラダほぐし講座

講 師

場 所

受講料

日 時

講座23 初心者みさか茶道教室

講 師

定 員

定 員

場 所

日 時

講座28 御坂初心者ヨガ教室

講 師

場 所

日 時

講座24 初心者木版画教室

講 師 定 員

定 員場 所

日 時

講座29 初心者書道教室

講 師

場 所

受講料

日 時

講座25 初心者三味線教室

講 師

定 員

定 員

場 所

受講料 受講料

受講料

日 時

講座30 初心者編み物教室

石和町文化協会茶道部員

1月26日、2月9日・23日、3月8日・22日
午後1時30分

スコレーセンター

20人

15人

☆茶の湯についてのお話を聞きながら、お茶の点て方、お菓
子のいただき方、お茶を通じてのもてなしの作法などを学
びます。小学校4年生以上であればどなたでも受講できます。

石和町文化協会華道部員

6,500円

スコレーパリオ

1月8日・22日、2月5日、3月4日・18日
午後7時

20人

☆年齢を問わず、誰にでも簡単にいけばなを学ぶこと
ができます。お庭の花を美しくいけられたら嬉しい
ものですね。いけばなのワンポイントを教えます。

一宮町文化協会茶道部員

2月9日・16日・23日　午後7時

一宮桃の里ふれあい文化館

☆客としての作法、茶室への入り方、菓子、薄茶のい
ただき方、道具の拝見の仕方など茶道を通じて作法
を学びます。

御坂町文化協会コーラス部員

1月25日、2月1日・8日・15日・22日
午後8時～9時

御坂町農村センター

20人

☆歌うことの楽しさを学びます。また、歌う前の準備
運動、発声練習、笑うことが健康への第一歩につな
がります。毎日を良い笑顔で過ごしましょう。

20人御坂町文化協会陶芸部員

2,000円

2月20日・27日、3月5日・12日・19日
午後1時30分

御坂陶芸場

☆基本技法の玉作り、タタラ作り、ヒモ作りで、3つ
の作品を作ります。仕上げは釉薬をかけて焼き上げ
ます。

石和町文化協会絵画部員

500円

1月6日・20日、2月3日・17日、3月2日
午前10時

スコレーセンター

20人

☆5回シリーズの絵画教室、鉛筆1本で家族、友人の顔を
描いて人生を楽しみませんか。仕上げはお好きな画材（色
鉛筆、クレパス、水彩絵具、油絵具）で描きましょう。

山梨県立博物館　　橋修先生

2月1日・8日・15日・22日　午後1時30分

一宮図書館視聴覚室

☆笛吹市に関わる古文書を教材に、初めての方でも分
かりやすく楽しく古文書を学べます。

小松明美先生

1,000円

1月24日・31日、2月7日・14日、3月6日
午後7時

石和図書館2階読書室

15人 20人

☆初心者を対象とした朗読の基礎を学ぶ講座です。楽
しんで朗読をしてみましょう。

山梨日立建機（株）　職員

2月5日　午後12時30分
スコレーパリオ集合出発

山梨日立建機（株）

☆カンボジア、アフガニスタンなど世界各地の地雷除去、
土地再生に取り組む山梨日立建機の雨宮清さんらが
製作した地雷処理機を見学しながら、地雷のない平
和な世界の大切さを学ぶ講座です。

25人

講 師 定 員

場 所

日 時

講座31 茶の湯を体験しましょう教室

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座36 初心者華道教室

講 師 定 員

300円受講料場 所

1,500円受講料

日 時

講座32 初心者茶道マナー教室

講 師 定 員

場 所

日 時

講座37 初心者コーラス教室

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座33 初心者陶芸教室

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座38 似顔絵教室

講 師

場 所

日 時

講座34 初心者のための古文書解読講座

講 師 定 員 定 員

場 所

受講料

日 時

講座39 朗読講座

講 師

場 所

日 程

講座35 地雷処理機見学

定 員日野原久美子先生

3,000円

2月21日・28日、3月6日・13日
午後1時30分

春日居あぐり情報ステーション

20人

☆美しい色合いの手漉き和紙をちぎって、のりで貼っ
てお雛様と季節のお花を製作します。手漉き和紙の
持つあたたかさとやわらかさを楽しんでみましょう。

講 師 定 員

場 所

受講料

日 時

講座40 ちぎり絵教室
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11
月
23
日(

金)

か
ら
25
日(

日)

ま
で
の

３
日
間
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
音
楽
愛

好
家
が
全
国
か
ら
集
い
、
第
１
回
笛
吹
音

楽
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
フ
ル
ー
ト
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
が
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
を
飾
り
、
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
、
参
加
者
に
よ
る
演
奏
も
披
露
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
笛
吹
市
太
鼓
連
合
に
よ
る
和

太
鼓
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
音

楽
祭
の
最
終
日
に
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

　
音
楽
監
督
は
藤
原
義
章
氏
で
、
「
自
然

リ
ズ
ム
」
に
よ
る
演
奏
法
を
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
指
揮
で
実
践
し
ま
す
。
こ
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
は
見
学
自
由

で
す
。

　
演
奏
す
る
人
と
聴
く
人
が
と
も
に
楽

し
む
音
楽
祭
へ
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
23
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
　
開
場

　
午
後
２
時
　
　
　
開
演

■
日
時

▽
11
月
23
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分

▽
11
月
24
日
（
土
）
昼
12
時
30
分
・

　
午
後
６
時

▽
11
月
25
日
（
日
）
昼
12
時
15
分

■
日
時
　
11
月
25
日（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
　
開
場

　
午
後
２
時
　
　
　
開
演

■
指
揮
　
藤
原
義
章

■
演
奏
　
笛
吹
音
楽
祭
管
弦
楽
団

■
曲
目

　
▽
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　
　
交
響
曲
第
５
番
「
運
命
」
第
一
楽
章

　
▽
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

　
　
交
響
曲
第
４
番
「
イ
タ
リ
ア
」

　
▽
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

　
　
ワ
ル
ツ
「
美
し
く
青
き
ド
ナ
ウ
」

■
日
時
　
11
月
25
日（
日
）午
後
１
時
　

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関

■
入
場
料

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
と
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
と
の
セ
ッ
ト

大
　
　
人
　
１
０
０
０
円

高
校
生
以
下
　
５
０
０
円

▽
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
・
和
太
鼓
演
奏

　
無
料

■
問
合
せ
先

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５
（
２
６
３
）７
９
５
９

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
二

胡
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
演
奏
さ
れ
る
曲
目
は
、

蘇
州
夜
曲
、
昴
、
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
な

ど
で
す
。

■
日
時
　
12
月
１
日（
土
）

　
午
後
５
時
30
分
　
開
場

　
午
後
６
時
　
　
　
開
演

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
　
集
会
室

■
入
場
料
　
無
料

※
た
だ
し
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配

布
す
る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
出
演

　
沈
桂
栄
（
し
ん
け
い
え
い
）（
二
胡
）

　
小
野
惠
子
（
ピ
ア
ノ
）

■
問
合
せ
先
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９

　
11
月
20
日
の
「
県
民
の
日
」
は
、
山
梨

県
の
誕
生
日
で
す
。

　
県
民
一
人
ひ
と
り
が
郷
土
の
生
い
立
ち

を
知
り
、
豊
か
な
「
山
梨
」
を
次
世
代
へ

引
き
継
げ
る
よ
う
、
み
ん
な
で
「
ふ
る
さ

と
の
誕
生
日
」
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
11
月
10
日（
土
）〜
11
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

■
内
容
　
県
内
各
地
の
特
産
品
を
は
じ
め
、

多
数
の
展
示
や
体
験
、
相
談
コ
ー
ナ
ー

や
各
種
団
体
に
よ
る
活
動
の
発
表
な
ど

■
11
月
20
日（
火
）

県
立
美
術
館
、
博
物
館
、
フ
ラ
ワ
ー
セ

ン
タ
ー
な
ど

■
11
月
18
日（
日
）

八
田
家
書
院
、
青
楓
美
術
館
、
春
日
居

郷
土
館
、
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

■
11
月
20
日（
火
）

花
鳥
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
御
坂
体
育

館
、
石
和
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
問
合
せ
先�

県
民
の
日
記
念
行
事
実
行

委
員
会
事
務
局（
県
民
生
活
課
内
）

☎
０
５
５（
２
２
３
）１
３
５
０

　
経
営
政
策
室
　
経
営
政
策
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

小野惠子 沈桂栄

昨年のコンサートより

　
笛
吹
市
商
工
会
と
笛
吹
市
経
済
懇
話
会

で
は
、
活
力
と
魅
力
に
満
ち
た
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
産
業
の
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
し
て
、
第
３
回
商
工
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
３
日
（
土
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ

公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
内
容
　

▽
特
産
品
の
展
示
販
売

▽
模
擬
店

▽
青
空
ラ
イ
ブ
、
和
太
鼓
、
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド

▽
抽
選
会
な
ど

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
市
商
工
会
事
務
局

　
☎
０
５
５
（
２
６
３
）
７
８
１
１

　
市
民
講
座
「
ス
コ
レ
ー
大
学
」
か
ら
生

ま
れ
た
朗
読
サ
ー
ク
ル
小
松
が
発
表
会
を

開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
18
日（
日
）

　
午
後
１
時
　
　
　
開
場

　
午
後
１
時
30
分
　
開
演

■
場
所
　
八
代
総
合
会
館
２
階
視
聴
覚
室

■
問
合
せ
先
　
長
谷
川
定
雄

　
☎
０
５
５
（
２
６
５
）４
１
７
７

　
落
ち
葉
と
紅
葉
で
い
っ
ぱ
い
の
金
川
の

森
で
、
楽
し
い
お
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

　
実
り
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
そ
し
て
自
然

の
秋
を
満
喫
し
に
森
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
11
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
　
※
雨
天
中
止

　■
場
所

　
森
林
公
園
金
川
の
森
　
ど
ん
ぐ
り
の
森

■
内
容

　
▽
販
売
コ
ー
ナ
ー

軽
食（
パ
ン
、
ク
ッ
キ
ー
、
焼
き
そ
ば
、

お
で
ん
な
ど
）
や
木
工
製
品
な
ど

　
▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
日
用
雑
貨
、
遊
休
品
な
ど

　
▽
体
験
コ
ー
ナ
ー

ヤ
ギ
、
ウ
サ
ギ
な
ど
の
ふ
れ
あ
い
体

験
、
森
の
香
り
体
験
、
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
、
木
工
体
験
な
ど

　
▽
森
の
コ
ン
サ
ー
ト

山
梨
県
警
察
音
楽
隊
、
金
川
ブ
ラ
ス

ク
イ
ン
テ
ッ
ト
の
演
奏

■
主
催
　
森
林
公
園
金
川
の
森

■
共
催
　
笛
吹
市
、
財
団
法
人
山
梨
県
林

業
公
社
、
武
田
の
杜
、
県
民
の
森

■
問
合
せ
先
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

　
☎
０
５
５
３（
４
７
）２
８
０
５

　
山
梨
英
和
高
等
学
校
聖
歌
隊
に
よ
る
ハ

ン
ド
ベ
ル
と
コ
ー
ラ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
・

コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
日
時
　
12
月
15
日（
土
）

　
午
後
２
時
30
分�

開
場
　
３
時�

開
演

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
曲
目
　
千
の
風
に
な
っ
て
、

　
　
　
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ（
Ｗ
ａ
）、

　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
の
曲
　
他

■
入
場
料
　
無
料
（
要
入
場
整
理
券
）

　
整
理
券
は
、
11
月
１
日
（
木
）
か
ら
ス

コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５（
２
６
３
）７
９
５
９
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日
本
の
山
間
部
で
は
古
く
か
ら
炭
焼
き

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
り
、
そ
の
伝
統
技
術
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
甲
州
市
大
和
町
・
日
川
渓
谷

沿
い
で
は
、
現
役
の
炭
焼
き
師
が
、
今
で

も
昔
な
が
ら
の
方
法
で
良
質
の
炭
を
焼
き

続
け
て
い
ま
す
。

　
「
炭
焼
き
師
養
成
講
座
」
に
参
加
し
て
、

本
格
的
な
炭
焼
き
理
論
を
学
び
、
そ
の
技

術
を
習
得
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
　
11
月
16
日
（
金
）
〜
18
日
（
日
）

（
１
日
及
び
２
日
間
だ
け
の
参
加
も
で

き
ま
す
）�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
所
　
甲
斐
の
国
大
和
自
然
学
校
・
甲

州
市
大
和
町
内
の
炭
焼
き
釜

■
内
容
　
本
格
炭
窯
体
験
、
炭
焼
き
理
論

座
学
講
座
、
炭
俵
作
り
な
ど

■
定
員
　
20
人

■
講
師

　
平
山
金
吾
氏
（
現
役
炭
焼
き
師
）
　

　
岡
部
和
臣
氏
（
元
山
梨
県
木
炭
審
査
員
）

　
他

■
申
込
締
切
　
11
月
12
日（
月
）

■
主
催

峡
東
地
区
特
用
林
産
協
会
・
甲
斐
の
国

大
和
自
然
学
校

■
申
込
・
問
合
せ
先

峡
東
林
務
環
境
事
務
所
　
森
づ
く
り
推

進
課
　
林
業
自
然
保
護
担
当

（
担
当
　
本
多
）

☎
０
５
５
３
（
２
０
）２
７
２
１

℻
０
５
５
３
（
２
０
）２
７
２
８

　
笛
吹
市
医
師
会
は
今
年
創
立
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
記
念
事
業
と
し
て
記

念
誌
の
発
刊
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
関
係
の
資
料
や
写
真
な
ど
を
お
持

ち
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
篠
原
医
院
（
御
坂
町
）

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）３
０
０
６

・
長
坂
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎
０
５
５
（
２
６
２
）１
１
０
３

　
糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
な

ど
に
興
味
や
関
心
が
あ
る
方
を
対
象
に

し
た
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
実
例
を
あ
げ
、

そ
の
対
策
と
治
療
法
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
自
由
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時

　
12
月
２
日（
日
）午
後
１
時
〜
５
時

■
場
所

　
県
民
文
化
ホ
ー
ル

■
内
容

　
▽
講
演
会

　
▽
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
▽
討
論
会
な
ど

■
参
加
費
　
無
料

■
問
合
せ
先

山
梨
大
学
医
学
部
第
三
内
科
　
事
務

保
坂
か
お
り

☎
０
５
５（
２
７
３
）９
６
０
２

■
対
象

　
▽
満
65
歳
以
上
の
方

（
実
施
期
間
中
に
満
65
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
方
は
誕
生
日
以
降
）

対
象
者
に
は
予
診
票
が
郵
送
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
▽
60
歳
以
上
64
歳
未
満
の
方

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
心
臓
、
腎

臓
、
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ

て
免
疫
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方

■
期
間

平
成
19
年
10
月
１
日
（
月
）
〜
平
成
20
年

１
月
31
日（
木
）

■
場
所
　
契
約
医
療
機
関

■
料
金
助
成

　
接
種
料
金
の
一
部
（
２
０
０
０
円
）
が

公
費
で
負
担
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
１

人
１
回
で
す
。

　
ご
不
明
の
点
や
予
診
票
が
ま
だ
お
手

元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
、
紛
失
、
破

損
な
ど
の
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
１

ま
た
は
各
支
所
保
健
師

　
縄
文
人
は
何
を
食
べ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
か
。
今
回
の
特
別
展
の
テ
ー
マ
は
、
縄

文
時
代
の
食
べ
物
で
す
。

　
ド
ン
グ
リ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
、
森
の
恵

み
を
取
り
入
れ
た
縄
文
人
の
食
べ
物
事
情

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
10
月
６
日
（
土
）
〜
12
月
10
日
（
月
）�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

　
▽
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日

　
（
土
日
は
除
く
）

■
内
容
　
県
内
外
の
食
物
資
料
や
調
理
道

具
な
ど
１
９
０
点
余
り
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
内
小
学
生
が
描
い
た

「
お
お
む
か
し
の
人
の
絵
」
も
展
示
さ

れ
ま
す
。

■
開
催
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

　
▽
11
月
３
日
（
土
）

開
館
記
念
行
事
（
収
蔵
庫
特
別
公
開
・

薄
茶
席
サ
ー
ビ
ス
）

　
▽
11
月
11
日
（
日
）

ラ
・
バ
ン
ダ
金
管
コ
ン
サ
ー
ト

（
定
員
50
人
）

　
▽
11
月
17
日
（
土
）

講
演
会
「
縄
文
の
食
」

講
師
　
長
沢
宏
昌
氏
（
日
本
考
古
学

協
会
会
員
）

（
定
員
50
人
）

　
▽
11
月
23
日
（
金
）

ド
ン
グ
リ
ク
ッ
キ
ー
を
つ
く
ろ
う

（
定
員
20
人
）

　
▽
12
月
１
日
（
土
）

　
　
組
み
ひ
も
教
室
（
定
員
15
人
）

■
入
館
料

大
人
・
大
学
生
　
２
０
０
円

小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

※
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生
と
同
伴

の
方
は
、
利
用
券
を
お
持
ち
い
た
だ

け
れ
ば
、
入
館
料
無
料
で
す
。

■
申
込
方
法

　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、
申
込
締

切
で
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館

☎
０
５
５
３
（
４
７
）３
３
３
３
　

　
　
　

�
�　

椅
子
を
使
っ
て
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
バ

ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
な
ど
、
誰
で
も
簡
単
に
で

き
る
運
動
を
行
い
ま
す
。

　
講
師
は
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
半
田
美

恵
子
先
生
で
す
。

■
日
時
　
11
月
５
日
（
月
）
・
12
日
（
月
）
・

19
日（
月
）　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

■
場
所

　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館
　

■
問
合
せ
先
　
八
代
総
合
会
館

　
☎
０
５
５（
２
６
５
）４
０
１
１�

　
全
国
の
行
刑
施
設
で
は
、
受
刑
者
が
社

会
復
帰
を
目
指
し
て
各
種
作
業
や
職
業
訓

練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
み
な
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
受
刑
者
の
円
滑
な
社
会
復
帰
を
は

か
る
た
め
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
23
日（
金
）・
24
日（
土
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
　
甲
府
刑
務
所
構
内

■
内
容

　
▽
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト（
予
定
）

　
▽
刑
務
所
内
見
学（
24
日
午
前
中
）

　
▽
刑
務
所
広
報
展
示
パ
ネ
ル

　
▽
性
格
テ
ス
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
▽
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
、
販
売
な

　
　
ど

■
問
合
せ
先

　
甲
府
刑
務
所
　
企
画
部
門（
作
業
）

　
☎
０
５
５（
２
４
１
）８
８
７
８

　
市
で
は
、
子
育
て
事
業
の
一
環
と
し
て

こ
ど
も
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
マ
リ
ン
バ
を
中
心
に
、
打
楽
器
で
奏
で

る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど
、
お
な
じ
み

の
音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
市
内
在
住
の
親
子
　
３
０
０
人

■
日
時

　
12
月
２
日（
日
）午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

■
参
加
費
　
無
料
（
要
入
場
整
理
券
）

　
11
月
５
日
（
月
）
か
ら
、
保
健
福
祉
部

児
童
課
ま
た
は
各
支
所
住
民
課
で
整
理

券
を
配
布
し
ま
す
。

■
主
催
　
笛
吹
市

■
後
援
　
笛
吹
市
子
育
て
支
援
団
体

■
問
合
せ
先

　
保
健
福
祉
部
　
児
童
課

　
☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４
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国
保
加
入
者
が
病
院
で
受
診
す
る
と
窓

口
で
医
療
費
の
３
割
分
を
負
担
し
ま
す
が
、

残
り
の
７
割
分
は
市
の
国
民
健
康
保
険
が

負
担
し
ま
す
。
こ
の
７
割
分
に
あ
た
る
財

源
は
、
国
保
加
入
者
の
保
険
税
が
半
分
、

残
り
の
半
分
を
公
費（
国
・
県
・
市
）で
負

担
し
ま
す
。

　
次
の
グ
ラ
フ
は
、
過
去
５
年
間
国
保
で

給
付
し
た
費
用
額
と
、
一
人
当
た
り
に
換

算
し
た
費
用
額
の
実
績
で
す
。

　
平
成
18
年
度
の
一
般
被
保
険
者
と
退
職

被
保
険
者
の
合
計
値
は
、
約
56
億
円
で
依

然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
（
老

人
保
健
対
象
者
は
含
ん
で
い
ま
せ
ん
）

　
費
用
額
を
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

平
成
18
年
度
で
は
一
般
被
保
険
者
は
約
19

万
９
０
０
０
円
、
退
職
被
保
険
者
は
35
万

５
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
　

　
医
療
費
が
増
え
る
と
、
（
個
人
の
）
国

民
健
康
保
険
税
の
負
担
も
大
き
く
な
り
ま

す
。
保
険
税
を
低
く
抑
え
る
た
め
に
も
医

療
費
節
減
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

　�

�

　

　　
生
活
習
慣
病
と
は
毎
日
の
健
康
的
で
な

い
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
ひ
き

起
こ
さ
れ
る
病
気
で
す
。
日
本
人
の
３
分

の
２
近
く
が
、
生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る

病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
平
成
18
年
８
月
の
市
内
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
診
療
内
容
を
み
る
と
、
全
件

数
３
万
８
４
４
０
件
の
う
ち
生
活
習
慣
病

に
起
因
す
る
診
療
件
数
が
、
２
万
１
２
２

８
件
も
あ
り
ま
し
た
。

　
生
活
習
慣
病
を
疾
病
別
・
年
代
別
件
数

で
表
す
と
次
の
グ
ラ
フ
に
な
り
ま
す
。

　
食
べ
過
ぎ
や
運
動
不
足
な
ど
か
ら
内
臓

脂
肪
が
蓄
積
し
、
高
血
圧
や
高
脂
血
症
、

高
血
圧
を
伴
っ
て
動
脈
硬
化
に
至
る
こ
と

か
ら
、
肥
満
対
策
が
重
点
と
な
り
、
全
国

的
に
も
内
臓
脂
肪
の
問
題
を
基
礎
と
し
た

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
社
会
的

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
を
少
し
見
直
す
こ
と
で
、

健
康
な
体
質
へ
と
改
善
が
で
き
、
さ
ら
に

は
医
療
費
の
節
減
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
や
国
保
の
実
施
す

る
健
康
診
断
を
定
期
的
に
受
け
た
り
、
か

か
り
つ
け
の
先
生
に
相
談
し
た
り
な
ど
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
　�

21,228件

平成18年度

平成17年度

平成16年度

平成15年度

平成14年度

平成18年度

平成17年度

平成16年度

平成15年度

平成14年度

4,433,729

1,132,607

3,786,441

622,013

4,077,296

681,522

4,314,433

840,329

4,517,013

1,055,696

一般被保険者

退職被保険者

一般被保険者

退職被保険者

199,045

354,605

168,451

320,956

178,235

314,210

187,674

330,838

197,820

364,662
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21,228件

脳血管疾患糖尿病 高血圧 高脂血症 高尿酸血症 心疾患

1,616

3,098

7,334

4,143

1,287

3,750

29歳以下 30歳 40歳 50歳 60歳 70～74歳 75歳以上

9,280

51 155 446

2,168

5,466

3,662

　
複
雑
・
多
様
化
す
る
現
代
社
会
に
お
い

て
、
精
神
的
、
社
会
的
な
ス
ト
レ
ス
が
増

大
し
、
「
心
の
健
康
」
に
関
す
る
問
題
が

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
精
神
保
健
福
祉

に
関
す
る
理
解
と
正
し
い
知
識
を
持
っ
て

い
た
だ
き
、
心
の
健
康
づ
く
り
や
、
心
を

病
む
人
々
が
地
域
の
中
で
支
援
を
受
け
な

が
ら
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
者
　
心
の
健
康
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
関
心
が
あ
り
、
受
講
後
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
可
能
な
方

■
日
時
　
11
月
19
日
（
月
）
〜
20
日
（
火
）

　
（
２
日
間
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
所

　
春
日
居
福
祉
会
館
　
２
階
研
修
室

■
内
容

▽
講
演
会

▽
笛
吹
市
デ
イ
ケ
ア
メ
ン
バ
ー
と
の
交

流
会

▽
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

■
受
講
料
　
無
料

　
（
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

■
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　
11
月
14
日
（
水
）

■
主
催
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人�

笛
吹
市
社
会
福
祉
協

議
会

■
申
込
・
問
合
せ
先

笛
吹
市
社
会
福
祉
協
議
会
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ふ
え
ふ
き
」
）

☎
０
５
５
（
２
６
３
）１
７
７
７

℻
０
５
５
（
２
６
３
）１
７
６
９

E
メ
ー
ル

C
e
n

te
r-

fu
e
fu

k
i@

b
z0

1
.p

la
la

.o
r.jp

�

＊
対
象
者
に
は
、
予
診
票
、
契
約
医
療
機

関
な
ど
の
詳
し
い
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

接
種
時
期
な
ど
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

＊
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
方
、
予

診
票
の
な
い
方
は
、
各
支
所
の
保
健
師

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
合
併
前
の
予
診
票
を
お
持
ち
の
方
は
、

新
し
い
予
診
票
と
交
換
し
ま
す
の
で
、

各
支
所
の
保
健
師
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

＊
11
月
は
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種
が
あ
り

ま
す
。
対
象
者
に
は
詳
し
い
お
知
ら
せ

を
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
前
回
接
種
で
き
な
か
っ
た
方
は
、

健
康
づ
く
り
課
ま
た
は
各
支
所
か
ら
配

布
さ
れ
て
い
る
「
こ
ど
も
の
健
康
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
確
認
の
う
え
、
各
支
所
の

保
健
師
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
ポ
リ
オ
集
団
予
防
接
種

　
１
回
目
　
平
成
19
年
２
〜
７
月
生
ま
れ

　
２
回
目
　
平
成
18
年
８
月
〜

　
　
　
　
　
平
成
19
年
２
月
生
ま
れ

　
親
子
一
緒
に
、
リ
ズ
ム
遊
び
、
親
子
ゲ

ー
ム
、
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
な
ど
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
　
在
宅
で
子
育
て
中
の
親
子

　（
お
子
さ
ん
が
１
歳
５
カ
月
〜
就
園
前)

■
日
時

11
月
28
日（
水
）　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
２
階

■
定
員
　
20
組

　
※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
参
加
費
　
無
料
　
　
　
　
　

■
主
催

　
笛
吹
市
家
庭
教
育
推
進
協
議
会

■
申
込
・
問
合
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ�

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
０
５
５（
２
６
１
）０
２
１
８

☎０５５（２６１）１９０１

☎０５５（２６２）２２７１

☎０５５３（４７）１１１１

☎０５５（２６５）２１１１

☎０５５（２６６）２１１１

☎０５５３（２６）３１１１

☎０５５（２９８）２１１１

保健福祉部健康づくり課

御�坂�支�所

一�宮�支�所

八�代�支�所

境�川�支�所

春日居支所

芦�川�支�所

■問合せ先

通知対象者

Ｂ Ｃ Ｇ

三種混合1期初回・追加

（ジフテリア・百日咳・破傷風）

麻しん風しん混合� 1期

二 種 混 合 2 期

（ ジ フ テ リ ア ・ 破 傷 風 ）

日 本 脳 炎 1 ・ 2 期

予防接種名

平 成 1 9 年 8 月 生 ま れ

平成18年11月生まれ

平成８年11月生まれ

現在見合わせています



2425 KOHO�FUEFUKI

広報ふえふき��2007.11�No.38

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
新
た
に
お
子
さ
ん

を
保
育
所
・
保
育
園
へ
入
所
希
望
さ
れ
る

方
に
申
込
書
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

　■
配
布
期
間�

　
　（

各
保
育
所
（
園
）
の
休
園
日
、
日
曜

日
は
配
布
し
ま
せ
ん
。
土
曜
日
は
午

前
中
の
み
配
布
）

■
配
布
場
所
・
時
間
な
ど
　

　
▽
市
内
の
保
育
所
入
所
希
望
者

　
第
一
希
望
の
保
育
所
（
園
）
で
、
開

園
時
間
内
に
申
込
み
用
紙
を
受
け
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
各
園
の
開
所
時
間
に
つ
い
て
は
、

次
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
た
「
公
立
・
私

立
保
育
所
（
園
）
一
覧
」
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

　
▽
市
外
の
保
育
所
入
所
希
望
者

　
保
健
福
祉
部
児
童
課
保
育
所
担
当

も
し
く
は
各
支
所
の
保
育
所
担
当
か

ら
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分
）

　
配
布
期
間
内
に
受
け
取
る
こ
と
が

困
難
な
方
は
、
児
童
課
保
育
所
担
当

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

�
�

�

　
な
お
、
児
童
課
及
び
支
所
で
は
、

広
域
（
市
外
）入
所
者
以
外
の
申
込
書

は
配
布
し
ま
せ
ん
。

�
�

▽
申
込
書
は
児
童
１
人
に
つ
き
１
枚
で

す
。
例
え
ば
２
人
入
所
さ
せ
た
い
場

合
は
、
２
枚
申
込
書
を
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
書
の
配
布
の
際
に
、
保
護
者
の

住
所
、
氏
名
、
入
所
希
望
す
る
児
童

の
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
を
記
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。�

※
配
布
期
間
以
後
は
、
児
童
課
保
育
所

担
当
ま
た
は
各
支
所
で
申
込
書
を
配

布
し
ま
す
が
、
希
望
す
る
保
育
所
に

入
所
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
入
所（
園
）要
件

▽
保
護
者
が
働
い
て
い
た
り
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
な
ど
「
保
育
に
欠
け
る
」

状
態
に
あ
る
児
童�

�

▽
入
所
希
望
の
児
童
・
保
護
者
が
、
笛

吹
市
に
住
ん
で
い
る
場
合

▽
外
国
人
の
場
合
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
及

び
外
国
人
登
録
証
が
あ
り
、
在
留
資

格
が
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

　
現
在
通
っ
て
い
る
保
育
所
（
園
）
に
、
来
年
４
月
以
降
も

続
け
て
通
所
（
園
）
を
希
望
す
る
お
子
さ
ん
の
継
続
入
所
の

申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。

■
配
布
場
所

　
①
市
内
の
保
育
所
（
園
）
に
通
う
お
子
さ
ん
は
…

　
　
　
現
在
通
園
中
の
保
育
所
（
園
）
か
ら
直
接
配
布

　
②
市
外
の
保
育
所
（
園
）
に
通
う
お
子
さ
ん
は
…

　
　
　
保
健
福
祉
部
児
童
課
保
育
所
担
当
か
ら
郵
送

※
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

▽
　
市
内
・
外
と
も
に
受
付
日
ま
で
に
、
税
資
料
・
そ

の
他
の
添
付
書
類
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
　
継
続
入
所
の
手
続
き
が
で
き
る
の
は
、
入
所
承
諾

期
間
が
来
年
４
月
以
降
の
児
童
に
限
り
ま
す
。

　
　
そ
れ
以
前
に
承
諾
期
間
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
児
童

に
つ
い
て
は
、
新
規
入
所
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
　
現
在
、
保
育
所
に
通
園
し
て
い
て
、
「
来
年
４
月

か
ら
他
の
保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
場
合
」
は
、

入
所
を
希
望
す
る
園
で
「
新
規
の
入
所
申
込
書
」
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
際
、
保
健
福
祉
部
児
童
課
保
育
所
担
当
へ
退

所
す
る
旨
を
連
絡
の
う
え
、「
退
所
届
」
を
平
成
20
年

２
月
29
日(

金)

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
退
所

届
は
、
児
童
課
及
び
各
支
所
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

■
受
付
日
程（
予
定
）
　
来
年
１
月
中
旬
〜
下
旬

　
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課
　
保
育
所
担
当

☎
０
５
５
（
２
６
１
）
１
９
０
４

保育所（園）開所時間内に1日4時間以上、1カ月に15日以上の勤務・就労が必要です。1 居宅外労働

保育所（園）開所時間内に自営業は1日5時間以上、内職は4時間以上1カ月に15日以上の就労が必要です。2 居宅内労働

産前2カ月、産後3カ月で出産月を含め6カ月間の入所期間に限られます。3 母親の出産

入所児童の親が病気や負傷、または心身に障害があり、その児童の保育ができない場合。4 保護者疾病・障害

入所児童の家庭に長期にわたる病人や心身に障害のある人がいるため、親がいつも看護にあたっており

その児童の保育ができない場合。同居の場合のみ。
5 病人の看護

火災や風水害、地震などの災害があり、その家屋を失ったり破損したためその復旧の間、児童の保育ができ

ない場合。
6 家庭の災害

入所児童の親が求職中であり、就職活動を行うためその児童の保育ができない場合。

※就職活動期間として3カ月間の入所期間に限られます。
7 保護者求職中

■入所の基準
　保育所に入所できる児童は、その家族が次のいずれかに該当する場合です。家庭で保護者以外の方（65歳未
満の祖父母など、障害者は除く）が保育できる場合は、入所できません。

■受付日程（予定）　平成20年1月中旬～下旬

※現在、育児休業中で、平成20年度途中で職場復帰する場合のみ、予約入所の申し込みができます。同様に申
込書を期間中に受け取り、準備をしてください。ただし、会社などが発行する育児休業中の証明書が必要です。

※市内各保育所の詳細な情報は、11月中旬にホームページでお知らせします。

　　　　　■問合せ先　　保健福祉部　児童課　保育所担当　☎０５５（２６１）１９０４
　　　　　　　　　　　　笛吹市石和町市部８００　石和保健福祉センター内

12
月
１
日

月
１
日（
土
）〜
８
日

〜
８
日（
土
）

■
配
布
期
間
　
12
月
中
旬
〜
下
旬

※入所可能年齢は、一覧表記載年齢から就学前までです。

�公� 石和第一保育所� 石和町八田249� 055-262-2870� 80

�公� 石和第二保育所� 石和町四日市場2210� 055-262-2668� 150

�公� 石和第三保育所� 石和町中川330� 055-262-2061� 90

�公� 石和第四保育所� 石和町小石和1� 055-262-3313� 210

�公� 石和第五保育所� 石和町松本181-1� 055-262-2431� 60

�私� わかば保育園� 石和町市部693-5� 055-262-5737� 45� AM�7:30～PM�7:00� AM�7:30�～PM�1:00

�公� 御坂東保育所� 御坂町下黒駒2122� 055-264-2426� 45� AM�8:00～PM�6:00� AM�8:00�～PM�1:00

�公� 御坂西保育所� 御坂町夏目原870� 055-262-5842� 90� AM�7:30～PM�7:00� AM�7:30～PM�1:00

�公� 御坂北保育所� 御坂町金川原380� 055-263-0556� 75� AM�8:00～PM�6:00� AM�8:00～PM�1:00

�公� 御坂葵保育所� 御坂町大野寺667� 055-262-3208� 90� AM�7:00～PM�7:00� AM�7:00～PM�1:00

�私� 英保育園� 御坂町成田692� 055-263-1280� 60� AM�7:45～PM�7:15� AM�7:45～PM�1:00

�私� 木の花保育園� 一宮町一ノ宮1684� 0553-47-0901� 60� AM�7:50～PM�6:30� AM�7:50～PM�1:00

�私� 一宮保育園� 一宮町東原410� 0553-47-2548� 90� AM�7:40～PM�6:00� AM�7:40～PM�1:00

�私� 都保育園� 一宮町本都塚117� 0553-47-0415� 45� AM�8:00～PM�6:00� AM�8:00～PM�1:00

�私� 相興保育園� 一宮町中尾949� 0553-47-0623� 60� AM�7:30～PM�6:30� AM�7:30～PM�1:00

�私� あさま保育園� 一宮町金沢227-36� 0553-47-0099� 60� AM�8:00～PM�6:00� AM�8:00～PM�1:00

�公� 八代花鳥保育所� 八代町竹居2127� 055-265-2520� 45� AM�7:30～PM�6:00� AM�7:30～PM�1:00

�公� 八代御所保育所� 八代町米倉37� 055-265-3475� 60� 〃� 〃

�私� 博愛保育園� 八代町北1762� 055-265-2047� 120� AM�7:30～PM�7:00� AM�7:30～PM�1:00

�私� 八代保育園� 八代町南931� 055-265-2205� 120� AM�7:00～PM�7:00� AM�7:00～PM�1:30

�私� 境川保育園� 境川町小黒坂1640-1� 055-266-4132� 150� AM�7:15～PM�7:15� AM�7:15～PM�1:45

�公� かすがい西保育所� 春日居町熊野堂243-3� 0553-26-2359� 100� AM�7:30～PM�7:00� AM�7:30～PM�1:00

�公� かすがい東保育所� 春日居町加茂319� 0553-26-3283� 100� AM�7:30～PM�7:00� 〃���������

�公� 芦川へき地保育所� 芦川町上芦川133-2� 055-298-2500� 30� AM�8:30～PM�5:00� AM�8:30～PM�0:00

1.5カ月～
3歳まで

生後2カ月～

生後2カ月～

生後3カ月～

生後2カ月～

生後10カ月～

生後3カ月～

生後6カ月～

生後2カ月～

生後3カ月～

生後2カ月～

2歳～�

住所が石和地区で、市外の保育園の申込み� 児童課　保育所担当　

住所が御坂地区で、市外の保育園の申込み� 御坂支所　住民課　　

住所が一宮地区で、市外の保育園の申込み� 一宮支所　住民課　　

住所が八代地区で、市外の保育園の申込み� 八代支所　住民課　　

住所が境川地区で、市外の保育園の申込み� 境川支所　住民課　　

住所が春日居地区で、市外の保育園の申込み� 春日居支所　住民課　

住所が芦川地区で、市外の保育園の申込み� 芦川支所　地域住民課

立 施設名 所在地 電話番号
定員
(人)

入所可
能年齢

開所時間（平日）
延長保育時間を含む

開所時間（土曜日）
延長保育時間を含む

配布
場所

各
保
育
所（
園
）に
て

AM�7:00～PM�7:00 AM�7:00～PM�1:00

市外の保育所を希望する方 配布場所

広　域
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　子育て中のお母さん！おやこサークル「すくすくランド」では水曜日と土曜日にいろいろ
な遊びをしていますよ。ティータイムでほっと一息して心のリフレッシュをしませんか！！

■開催場所� 笛吹市石和町上平井４９８　岩間宅
■開催時間� 水曜日…午後1時～4時　土曜日…午前9時～12時（4～11月）・午前9時30分～12時（12～3月）
�� ※降雪時はお休みです

■問合せ先� 岩間佳子　☎０５５(２６２)２９４７

�７日(水）�午後１時～４時� 散歩しよう・おしゃべり・ティータイム� 帽子

�10日(土）�午前９時～12時� ごっこ遊び・おしゃべり・ティータイム

�14日(水）�午後１時～４時�動物園へ行って動物とふれあおう(午後１時すくすくランドへ集合出発)��11月10日(土)までにお申し込みください

�17日(土）�午前９時～12時� ハンドゲーム・おしゃべり・ティータイム

�21日(水）�午後１時～４時� 絵本をみよう・おしゃべり・ティータイム

�28日(水)� 午後１時～４時�どんぐりを拾って遊ぶ・おしゃべり・ティータイム� 帽子

�１日(土）�午前9時30分～12時�はんこ遊び

�５日(水）�午後１時～４時� 落葉を拾って遊ぶ・おしゃべり・ティータイム� 帽子

�９日(日）� 正午～� すくすく三世代交流ひろば� 昼食会・お楽しみコーナー

�12日(水）�午後１時～４時� 親子で作ろう・おしゃべり・ティータイム

�15日(土）�午前9時30分～12時�親子で作ろう・おしゃべり・ティータイム

�16日(水）�午後１時～４時� お正月お楽しみ会・おしゃべり・ティータイム

�19日(土）�午前9時30分～12時�マットで遊ぶ・おしゃべり・ティータイム

�23日(水）�午後１時～４時� エプロンシアター・おしゃべり・ティータイム

�26日(土）�午前9時30分～12時�鬼のお面を作ろう・おしゃべり・ティータイム

�30日(水）�午後１時～４時� うた遊び・おしゃべり・ティータイム

�持ち物・その他月　日 �時　　間 �内　　　　　容

日
　
　
　
程

11
月

12
月

平
成
20
年
１
月

　
近
年
、
農
業
機
械
が
大
型
化
・
高
性
能

化
さ
れ
る
一
方
で
、
農
作
業
事
故
の
危
険

性
も
増
大
し
て
い
ま
す
。

　
農
繁
期
を
迎
え
、
農
業
機
械
に
よ
る
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
の
際
に
は
次
の
点
に
お
気
を
付

け
く
だ
さ
い
。

▼
作
業
時
は
キ
チ
ン
と
し
た
服
装
を
す
る

▼
ほ
場
へ
の
出
入
り
、
あ
ぜ
越
え
時
に
は

注
意
す
る

▼
移
動
走
行
時
に
は
人
や
車
に
注
意
す
る

▼
点
検
・
整
備
時
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
す

る
▼
取
扱
説
明
書
・
安
全
ラ
ベ
ル
を
理
解
す

る
▼
棚
・
支
柱
・
針
金
等
は
、
目
印
な
ど
で

目
立
た
せ
る

▼
で
き
る
限
り
１
人
で
の
作
業
は
避
け
る

　
少
し
の
油
断
が
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

り
ま
す
。
あ
せ
ら
ず
、
急
が
ず
、
無
理
を

し
な
い
で
、
安
全
作
業
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
　

　
☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
２
３
１
・
２
３
２
）

　
言
語
障
害
者
が
互
い
に
学
び
合
い
交
流

し
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、「
声

出
せ
！
元
気
出
せ
！
笑
顔
出
せ
！
」
を
テ

ー
マ
に
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。�

■
日
時
　
11
月
11
日
（
日
）

　
正
午
〜
受
付
　
午
後
１
時
開
会
　
　
　

　
　

■
場
所
　
山
梨
市
民
会
館
　
大
集
会
室�

　
　
　�

■
対
象
　
言
語
障
害
者
（
失
語
症
、
構
音

障
害
な
ど
）
及
び
全
県
民

■
参
加
費
　
３
０
０
円
（
飲
み
物
付
き
）

■
内
容
　

▽
講
演
会

▽
各
友
の
会
に
よ
る
出
し
物

▽
全
員
参
加
の
盆
踊
り
な
ど

■
主
催
　
山
梨
県
失
語
症
友
の
会
連
合
会

■
後
援
　
山
梨
市
、
山
梨
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
山
梨
県
言
語
聴
覚
士
会

■
問
合
せ
先
　
失
語
症
者
の
つ
ど
い
実
行

委
員
会
事
務
局
（
石
和
共
立
病
院
　
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
）

（
担
当
　
言
語
聴
覚
士
　
住
江
亜
希
香
）

☎
０
５
５
（
２
６
３
）
３
１
３
１�

℻
０
５
５
（
２
６
３
）
３
１
３
６

　
市
で
は
、
平
成
20
年
度
の
学
童
保
育
利

用
希
望
者
の
申
請
受
付
を
始
め
ま
す
。

　
学
童
保
育
は
、
児
童
が
学
校
か
ら
帰
宅

し
て
も
、
保
護
者
・
親
族
が
仕
事
な
ど
で

面
倒
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭
の
児

童
を
、
市
が
設
置
し
た
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

で
お
預
か
り
し
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の

場
を
提
供
し
て
健
全
な
育
成
を
図
る
事
業

で
す
。

■
利
用
対
象
と
な
る
児
童

　
市
内
の
小
学
校
に
在
学
す
る
児
童
で
、

次
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
に
対
象

と
な
り
ま
す
。

▽
保
護
者
就
労
の
た
め
、
児
童
が
帰
宅

し
て
も
他
に
保
護
者
に
代
わ
る
者
が

い
な
い
３
年
生
以
下
の
児
童

▽
保
護
者
の
出
産
、
傷
病
そ
の
他
の
理

由
で
、
緊
急
か
つ
一
時
的
に
保
護
者

ま
た
は
保
護
者
に
代
わ
る
者
が
い
な

い
３
年
生
以
下
の
児
童

▽
そ
れ
以
外
で
、
市
長
が
特
に
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
児
童

　
な
お
、
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
規
定

に
基
づ
き
、
優
先
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
利
用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

■
実
施
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日（
火
）〜
平
成
21
年

３
月
31
日
（
火
）�

■
保
育
時
間

▽
小
学
校
の
平
日
授
業
日

　
児
童
の
下
校
時
〜
午
後
６
時
30
分

▽
小
学
校
の
平
日
休
業
日
（
夏
休
み
、

冬
休
み
、
春
休
み
を
含
む
）

　
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
30
分
ま
で

　
原
則
と
し
て
土
・
日
曜
・
祝
祭
日
、
12

月
29
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
は
閉
館
と
な

り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
災
害
な
ど
で
学
校
が
休
校
と

な
る
場
合
、
保
育
を
実
施
し
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
保
育
料

児
童
１
人
に
つ
き
月
額
２
０
０
０
円

た
だ
し
、
保
護
者
・
同
居
す
る
世
帯
の

所
得
状
況
に
よ
り
減
免
の
規
定
が
あ
り

ま
す
。
お
や
つ
は
原
則
と
し
て
あ
り
ま

せ
ん
。

■
申
請
書
配
布
に
つ
い
て

　
11
月
５
日（
月
）か
ら
、
保
健
福
祉
部

児
童
課
窓
口
・
各
支
所
の
住
民
課
窓
口
・

各
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
に
申
請
書
を
用
意

し
ま
す
。

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
配
布
・
受
付
場
所
は
学
童
保
育
ク

ラ
ブ
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、

一
覧
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
　

12
月
３
日（
月
）〜
21
日（
金
）

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
期
間
厳
守

現
在
学
童
保
育
を
利
用
し
て
い
る
方

も
、
申
請
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課

☎
０
５
５（
２
６
１
）１
９
０
４

ま
た
は
各
支
所
住
民
課

石和南小学童保育クラブ� 石和町市部720� 50�

石和東小学童保育クラブ� 石和町中川483－１� 50�

石和北小学童保育クラブ� 石和町松本1442－20� 40�

富士見小学童保育クラブ� 石和町今井10� 90�

石和西小学童保育クラブ� 石和町唐柏360� 55�

御坂学童保育クラブ
� 御坂町栗合87

� 御坂町栗合372－１（建設中）�
90� 御坂支所・御坂学童保育クラブ

一宮学童保育クラブ� 一宮町末木798－１� 95� 一宮支所・一宮学童保育クラブ

八代学童保育クラブ� 八代町南545－1� 90� 八代支所・八代学童保育クラブ

境川学童保育クラブ� 境川町小黒坂1652� 70� 境川支所・境川学童保育クラブ

かすがい学童保育クラブ� 春日居町加茂97－１� 50� 春日居支所・かすがい学童保育クラブ

名　　称 所 在 地 定 員 申 請 受 付 場 所

保健福祉部　児童課

各学童保育クラブ
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住
宅
用
地
に
は
、
税
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
該
当
す
る
土
地
を
所
有
す
る
方
は
、

住
宅
用
地
の
特
例
措
置
に
関
連
し
ま
す
の

で
、
１
月
１
日
現
在
の
土
地
の
利
用
状
況

な
ど
に
つ
い
て
「
住
宅
用
地
申
告
書
」
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
前
年
に
引
き
続
い
て
利
用
状

況
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
申
告
書
の
提

出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
あ
る

課
税
明
細
書
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
申
告
対
象
と
な
る
の
は
…

▽
住
宅
用
地
の
変
更
が
あ
っ
た
土
地

・
住
宅
（
専
用
住
宅
、
併
用
住
宅
、
共

同
住
宅
な
ど
）
を
新
築
・
増
築
し
、

そ
の
敷
地
が
新
た
に
住
宅
用
地
に
な

っ
た
場
合
（
家
屋
評
価
に
伺
っ
た
時

に
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

・
住
宅
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊

し
、
そ
の
敷
地
が
住
宅
用
地
で
な
く

な
っ
た
場
合

・
事
務
所
・
店
舗
な
ど
を
住
宅
に
改
築

ま
た
は
用
途
変
更
し
、
そ
の
敷
地
が

新
た
に
住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合

・
住
宅
を
事
務
所
・
店
舗
な
ど
に
改
築

ま
た
は
用
途
変
更
し
、
そ
の
敷
地
が

住
宅
用
地
で
な
く
な
っ
た
場
合

▽
住
宅
建
替
え
中
の
土
地

　
　
旧
住
宅
を
取
り
壊
し
、
そ
の
翌
年

の
１
月
１
日
現
在
、
旧
住
宅
に
代
わ

る
新
住
宅
を
建
て
替
え
中
で
あ
る
一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
土
地
は
、
住

宅
用
地
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

▽
災
害
に
あ
っ
た
住
宅
用
地

　
　
災
害
で
住
宅
が
滅
失
ま
た
は
損
壊

し
た
土
地
は
、
住
宅
が
再
建
さ
れ
て

い
な
く
て
も
一
定
の
要
件
に
該
当
す

れ
ば
、
２
年
間
に
限
り
住
宅
用
地
と

み
な
さ
れ
ま
す
。

■
申
告
方
法

　
市
役
所
本
庁
及
び
各
支
所
に
備
え
付

け
て
あ
る
申
告
書
を
、
総
務
部
税
務
課

資
産
税
担
当
ま
た
は
各
支
所
住
民
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
期
限
　
平
成
20
年
１
月
31(

木)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
住
宅
用
地
と
は
…

　
人
の
居
住
の
よ
う
に
供
す
る
家
屋
の

敷
地
の
こ
と
で
あ
り
、
住
宅
を
維
持
し
、

ま
た
は
そ
の
効
用
を
果
た
す
た
め
に
使

用
さ
れ
て
い
る
土
地
を
い
い
ま
す
。

　
な
お
、
賦
課
期
日
に
お
い
て
新
た
に

住
宅
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
土
地

や
住
宅
が
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
る
土
地
は
、

原
則
と
し
て
住
宅
用
地
と
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

総
務
部
　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

　（
内
線
１
３
１
〜
１
３
３
）

　
家
屋
を
新
築
・
増
築
・
滅
失
し
た
時
に

は
、
「
家
屋
新
築
・
増
築
・
滅
失
申
告
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
さ
れ
な
い
と
、
「
賦
課
期
日
（
１

月
１
日
）
に
家
屋
が
存
在
す
る
の
に
、
評

価
証
明
が
発
行
で
き
な
い
」
と
か
、
「
家

屋
が
存
在
し
な
い
の
に
課
税
さ
れ
て
し
ま

う
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
提
出
さ
れ
た
申
告
書
に
基
づ

き
、
新
増
築
の
家
屋
評
価
お
よ
び
滅
失
家

屋
の
現
地
確
認
を
行
い
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
へ
の
登
録
お
よ
び
削
除
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
プ
レ
ハ
ブ
の
車
庫
、
物
置
な
ど

も
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
滅
失
す
る
家
屋
が
登
記
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
法
務
局
で
滅
失
登
記
を
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　

平
成
19
年
１
月
２
日
〜
平
成
20
年
１
月

１
日
に
新
築
・
増
築
・
滅
失
し
た
（
ま

た
は
予
定
の
）
家
屋

■
提
出
期
限

　
平
成
19
年
11
月
30
日（
金
）

■
提
出
方
法

　
本
庁
税
務
課
資
産
税
担
当
ま
た
は
各

支
所
住
民
課
に
備
え
付
け
の
「
家
屋
新

築
・
増
築
・
滅
失
申
告
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

総
務
部
　
税
務
課
　
資
産
税
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
１
３
１
〜
１
３
３
）

　
年
金
は
老
後
生
活
の
基
盤
と
な
る
も
の

で
す
。
農
業
者
年
金
は
農
業
者
の
老
後
の

生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
に
加
え
、
農

業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め
の
政
策
年

金
と
し
て
農
業
者
だ
け
が
加
入
で
き
る
公

的
年
金
で
す
。
老
後
の
生
活
を
安
心
し
て

送
る
た
め
に
も
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し

ま
せ
ん
か
。

■
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年
金

で
す
。

　
将
来
の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資
を
自

分
で
積
み
立
て
る
、
積
立
方
式
の
確
定
拠

出
型
年
金
で
す
。
年
金
額
が
加
入
者
・
受

給
者
の
数
に
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し
た
制

度
で
す
。

■
農
業
従
事
者
は
広
く
加
入
で
き

ま
す
。

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
ど
な
た
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
脱
退
は
自
由
で
す
。

脱
退
一
時
金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

加
入
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で

に
支
払
っ
た
保
険
料
は
将
来
年
金
と
し

て
受
け
取
れ
ま
す
。

■
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ

ま
す
。

　
自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に

向
け
て
、
自
分
で
保
険
料
を
決
め
ら
れ
ま

す
。
（
月
額
２
万
円
を
基
本
と
し
、
最
高

６
万
７
０
０
０
円
ま
で
〔
千
円
単
位
〕
）

農
業
経
営
の
状
況
や
、
老
後
設
計
に
応
じ

て
、
い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
認
定
農
業
者
な
ど
の
一
定
の

要
件
を
満
た
す
農
業
者
に
は
、
国
の
保

険
料
の
国
庫
補
助
（
政
策
支
援
）
が
あ

り
ま
す
。

■
80
歳
ま
で
の
保
証
が
付
い
た
終
身

年
金
で
す
。

　
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮
に
加

入
者
・
受
給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た

場
合
で
も
、
死
亡
し
た
翌
月
か
ら
80
歳
ま

で
に
受
け
取
れ
る
は
ず
だ
っ
た
農
業
者
老

齢
年
金
が
、
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
税
制
面
で
も
特
例
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
支
払
っ
た
保
険
料
（
最
高
年
額
80
万
４

０
０
０
円
）
は
全
額
、
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
民
間
の
個
人
年
金
の
場
合
、
控
除
額
の

　
上
限
は
５
万
円

　
受
け
取
る
農
業
者
年
金
も
公
的
年
金
等

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
65
歳
か
ら
年
金
受
給
の
場
合
は
、
国
民

年
金
（
基
礎
年
金
）
と
合
わ
せ
て
年
額

１
２
０
万
円
ま
で
は
非
課
税

■
毎
年
の
積
立
金
が
一
目
で
分
か
り

ま
す
。　

毎
年
、
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
、

前
年
度
に
納
付
し
た
保
険
料
、

前
年
度
の
運
用
益
、
前
年
度
末

の
積
立
金
の
総
額
が
、
加
入
者

ご
と
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
加
入
の
お
申
し

込
み
や
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
５
５（
２
６
１
）２
０
３
８

ま
た
は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
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問
合
せ
先

■市民環境部
■御 坂 支 所
■一 宮 支 所
■八 代 支 所

ごみ減量課
地 域 課
地 域 課
地 域 課

055（261）2044
055（262）2271
0553（47）1111
055（265）2111

■境 川 支 所
■春日居支所
■芦 川 支 所

地 域 課
地 域 課
地域住民課

055（266）2111
0553（26）3111
055（298）2111

　
９
月
27
日
、
市
と
市
内
民
間
事
業
者
に
よ
っ
て
﹁
災
害
時
の
応
急
対
策
業
務
協

定
﹂
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
締
結
は
、
災
害
時
の
道
路
、
河
川
、
公
共
施
設
、
水
道
施
設
な
ど
の

応
急
復
旧
や
避
難
所
な
ど
の
電
気
、
ト
イ
レ
、
ご
み
な
ど
に
つ
い
て
の
応
急
対
応

を
官
民
一
体
と
な
っ
て
円
滑
に
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

荻野市長によるサイン

　　
平
成
19
年
７
月
、
１
カ
月
分
の
市
の
老

人
医
療
費
は
５
億
４
１
２
０
万
７
０
０
０

円
で
す
。

　
来
年
４
月
か
ら
新
し
い
高
齢
者
の
医
療

制
度
が
始
ま
り
、
75
歳
以
上
︵
一
定
の
障

害
が
あ
る
方
は
65
歳
︶
の
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
に
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
医
療
費
は
保
険
料
に
反
映
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
が
健
康
を
望
み
、
健
康
維
持
を
心

が
け
る
こ
と
で
、
保
険
料
も
安
く
な
り
ま

す
。

　
あ
な
た
の
健
康
法
は
何
で
す
か
。
健

康
に
過
ご
す
に
は
﹁
食
事
・
笑
顔
・
動

く
こ
と
﹂
な
ど
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
で
き
る
事
か
ら
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課

　
☎
０
５
５
︵
２
６
２
︶
４
１
１
１

　
市
で
は
、
平
成
18
年
６
月
に
地
域
防
災

計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
を
基
に
大
規
模
災

害
時
の
職
員
初
動
体
制
や
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
な
ど
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
協
定
締
結
も
そ
の
取
り
組
み
の
一

つ
で
、
今
回
が
初
め
て
で
す
が
、
今
後
さ

ら
に
地
元
の
協
会
、
事
業
所
な
ど
と
協
定

を
結
び
、﹁
地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る
﹂

と
い
う
理
念
の
も
と
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
地
域
の
防
災
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
総
務
部
　
総
務
課
　
消
防
防
災
担
当

　
☎
０
５
５︵
２
６
２
︶４
１
１
１

協定書にサインする協定機関の代表者

協
定
内
容

協
定
機
関

ク
リ
ー
ン

ネ
ッ
ト
笛
吹

協
業
組
合

笛
吹
市

電
設
協
力
会

笛
吹
市

管
工
事
組
合

笛
吹
市
沿
岸

建
設
安
全

推
進
協
議
会

市
道
、
河
川
、
公
共

施
設
な
ど
公
共
土
木

施
設
の
応
急
復
旧
対

応
の
協
定

市
内
水
道
管
、
水
道

施
設
の
応
急
復
旧
対

応
の
協
定

市
内
公
共
施
設
・
避

難
所
な
ど
の
電
気
施

設
応
急
復
旧
対
応
の

協
定

指
定
避
難
所
に
お
け

る
応
急
仮
設
ト
イ
レ

な
ど
資
機
材
の
貸
与

の
協
定

災
害
時
、
発
生
す
る

瓦
礫
、
ご
み
な
ど
の

撤
去
、
収
集
・
運
搬

や
中
間
処
理
・
処
分

の
協
定

鈴
健
興
業
㈱

エ
ル
テ
ッ
ク

サ
ー
ビ
ス
㈱

三
和
リ
ー
ス

㈱

生ごみ処理機、コンポスター、EM処理機購入者に

は購入費の半分の金額の補助金が支払われます。
コンポスター、EM処理機は２台までです。
ただし、以下の額を限度とします。
生ごみ処理機：25,000円
コンポスター： 5,000円
E M 処 理 機： 1,000円

生ごみ処理機を使うと
①ごみが7分の1以下の量に減り、
　運搬時の液だれがなくなります。
②生ごみのにおいがなくなります。
③有機肥料としてリサイクルできます。

市の可燃ごみのうち、生ごみは50%（重量比）を占
めています。生ごみの水切りをするだけでも、重量
を減らすことができます。

引用ホームページ：社団法人　日本電気工業会
http://www.jemanet.or.jp/Japanese/kaden/gomi01.htm

古タイヤとバッテリーのみの回収です。お店など
の事業によって排出された古タイヤ・バッテリー
は回収しません。

※回収場所はお住まいの町だけでなく、他の回収
場所も利用していただけます。

石和町 12月2日（日） 市役所本庁舎駐車場

一宮町 12月2日（日） 福祉センター前駐車場

御坂町 12月1日（土） 御坂支所駐車場

八代町 12月1日（土） 八代支所前駐車場

境川町 12月1日（土） 境川支所裏駐車場

春日居町 12月2日（日） 春日居支所北側駐車場

芦川町 12月16日（日）ふるさと総合センター駐車場

回収日 回収場所

回収時間：午前8時〜11時

タイヤはホイール付きでも可。
バッテリーは無料です。

自転車 100円

リヤカー 200円

軽・普通車 200円

大型車 500円

　最近、河川への油流出による
苦情が多くなっています。河川の水は、畑や
池などで利用している方もいるので、水が汚
れていると大きな被害をもたらします。
　使用した油は、捨てずにリサイクルしまし
ょう。きれいな河川を私たちが守り、次世代
に受け継いでいきましょう。
　市では10月から廃食油の回収を行っていま
す。廃食油は、軽油の代替燃料としてリサイ
クルされます。

再生自転車･家具の抽選販売、フリーマーケッ
トなどを行います。ふるってご参加ください。

■日時　11月25日（日）
　　　　　午前10時〜午後３時
■場所　甲府市環境センター
　　　　　（甲府市上町601−4）
■問合せ先
　甲府市環境部環境総室環境保全課
　☎０５５（２４１）４３１２

広報ふえふき2007.11No.38
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笛
吹
市
成
人
式
開
催
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　■
日
時

　
平
成
20
年
１
月
13
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
　
受
付

　
午
前
10
時
　
　
　
　
開
式

　■
会
場

▽
石
和
会
場
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▽
御
坂
会
場
　
御
坂
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

▽
一
宮
会
場
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ

れ
あ
い
文
化
館

▽
八
代
会
場
　
八
代
総
合
会
館

▽
境
川
会
場
　
境
川
総
合
会
館

▽
春
日
居
会
場
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▽
芦
川
会
場
　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ

ン
タ
ー

※
市
外
に
住
所
が
あ
り
、
笛
吹
市
成
人

式
に
参
加
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

☎
０
５
５
（
２
６
３
）
７
９
５
９

ま
た
は
各
支
所
地
域
課

（
芦
川
支
所
は
地
域
住
民
課
）

　
「
山
梨
県
最
低
賃
金
」
は
、
平
成
19
年

10
月
28
日
か
ら
10
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
現

行
の
１
時
間
６
５
５
円
か
ら
、
１
時
間
６

６
５
円
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先

山
梨
労
働
局
賃
金
室

☎
０
５
５
（
２
２
５
）２
８
５
４

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

　
給
与
の
支
払
者
を
対
象
に
、
平
成
19
年

分
年
末
調
整
の
仕
方
や
法
定
調
書
・
給
与

支
払
報
告
書
の
作
成
と
提
出
方
法
な
ど
に

つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

【
御
坂
・
一
宮
・
八
代
・
境
川
・
芦
川
地

区
の
方
】

■
日
時

　
11
月
22
日
（
木
）午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所

　
八
代
総
合
会
館

【
石
和
・
春
日
居
地
区
の
方
】

■
日
時
　

　
11
月
27
日
（
火
）午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所

　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
先

山
梨
税
務
署
　
法
人
課
　
第
１
部
門�

源
泉
所
得
税
担
当

☎
０
５
５
３（
２
２
）２
９
４
０

市
総
務
部
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

☎
０
５
５（
２
６
２
）４
１
１
１

（
内
線
１
３
５
・
１
３
６
）

　
富
士
山
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
活
動
へ

の
関
心
や
参
加
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

■
作
品
コ
ン
セ
プ
ト

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
富
士

山
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
世
界
文
化
遺
産

登
録
へ
の
機
運
の
高
揚
が
図
ら
れ
る
も

の
■
応
募
に
つ
い
て
の
注
意
事
項

▽
郵
便
は
が
き
ま
た
は
Ａ
４
版
用
紙
１

枚
に
つ
き
１
作
品
を

▽
１
人
に
つ
き
５
点
ま
で

▽
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

▽
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の

▽
作
品
に
関
す
る
権
利
は
同
会
議
に
所

属
し
ま
す

■
応
募
方
法

▽
作
品
を
描
い
た
郵
便
は
が
き
ま
た
は

Ａ
４
版
用
紙
に
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
制
作
意
図

を
記
入
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間

　
10
月
１
日（
月
）〜
12
月
21
日（
金
）必
着

■
申
込
・
問
合
せ
先

富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
両
県

合
同
会
議
事
務
局

☎
０
５
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２
２
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甲
府
市
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内
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界
遺
産
推
進
課
内
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　11月21日（水）を調査期日として、「平成19年全国物価統計調査」が行われます。

�これは国が行う重要な統計調査で、消費者が購入する主な商品の価格やサービ

スの料金などを調査し、物価対策のための基礎資料や地域手当・生活保護費の算

定根拠などの重要な資料になります。　　　

　調査は、調査員や市区町村、総務省統計局が行い、そこで得られた資料は統計

作成以外の目的に使われることはありません。

　みなさんのご協力をお願いします。

■問合せ先　　経営政策室　経営政策担当　☎055（262）4111　（内線228）
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入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

下水道関連配水管布設工事(石和２工区）� 石和町河内� 3,330,000� 3,200,000� ㈲石倉興業� 平成19年�8月30日

下水道関連配水管布設替工事（石和4工区）� 石和町小石和� 6,700,000� 6,350,000� ㈲ツチヤ設備� 〃

下水道管渠布設工事第14工区（石和）� 石和町井戸� 11,590,000� 11,200,000� ㈲末木建設� 〃

下水道管渠布設工事第10工区（石和）� 石和町河内・砂原� 14,320,000� 13,850,000� ㈲松山興業� 〃

下野原東田水路改修工事� 御坂町下野原東田� 14,590,000� 14,140,000� ㈱古屋工業� 〃

市道塩田金沢線改良工事� 一宮町新巻、狐新居� 17,470,000� 17,000,000� ㈱佐野緑化土木� 〃

下水道管渠布設工事第９工区(御坂）� 御坂町二之宮� 23,920,000� 22,800,000� ㈱飯塚工業� 〃

鶯宿中芦川線開設工事� 芦川町鶯宿・中芦川� 37,330,000� 35,500,000� ㈱飯塚工業� 〃

マンホールポンプ設置工事第１工区(御坂)� 御坂町夏目原� 9,800,000� 8,330,000� 荏原商事㈱�東京支社� 〃

春日居地区ＪＲ中央本線推進工事� 春日居町別田・桑戸� 57,000,000� 45,600,000� 戸田建設㈱　東京支店� 〃

平成19年度電線共同溝詳細設計業務委託� 石和町松本� 5,100,000� 3,570,000�� 平成19年�9月6日

下野原松ノ木田水路改修工事� 御坂町下野原松ノ木田� 3,190,000� 3,080,000� ㈲五大工業�御坂営業所� 〃

下水道管渠布設工事　第20工区� 石和町市部� 2,860,000� 2,770,000� ㈲荻野土建� 〃

下水道管渠布設工事第16工区(八代)� 八代町岡� 8,320,000� 8,150,000� 望月建設工業㈱� 〃

若宮水路改修工事� 御坂町上黒駒� 10,450,000� 10,100,000� ㈱日工建設� 〃

下水道管渠布設工事第17工区(八代)� 八代町岡・竹居� 12,700,000� 12,400,000� 初鹿工業㈱� 〃

下水道管渠布設工事第15工区（石和）� 石和町小石和� 16,500,000� 16,100,000� ㈱筒井建設� 〃

市道一宮３－63号線他測量設計及び用地調査業務委託� 一宮町末木、神沢� 4,380,000� 3,850,000� ㈲宮下測量� 〃

下水道管渠実施設計委託第９工区(御坂)� 御坂町金川原� 11,800,000� 7,080,000� 新都市設計㈱� 〃

今井川改修工事第５工区� 石和町井戸・河内� 67,000,000� 63,300,000� 友愛工業㈱� 〃

市道境川413号線舗装工事� 境川町寺尾� 2,030,000� 1,970,000� 中央舗道建設㈲� 平成19年9月13日

市道一宮３－225号線舗装工事� 一宮町地蔵堂� 4,330,000� 4,150,000�� 〃

公共下水道整備に伴う仮設導配水管布設工事� 御坂町二之宮� 2,100,000� 2,020,000� 石原設備� 〃

下水道関連配水管布設替工事（石和5工区）� 石和町市部� 2,500,000� 2,450,000� ㈲浅川住宅設備� 〃

寺尾地内水路改修工事� 境川町寺尾� 2,000,000� 1,940,000� ㈱岡工務所� 〃

市道八代826号線改良工事� 八代町竹居� 6,000,000� 4,680,000� 霜村工務店� 〃

市道境川10号線改良工事（2工区）� 境川町小山� 14,200,000� 13,900,000� 初鹿工業㈱� 〃

農道648号線改良工事� 境川町大坪� 18,520,000� 17,900,000� ㈱上組� 〃

下水道管渠布設工事第21工区(一宮)� 一宮町国分� 27,000,000� 26,000,000� 矢崎興業㈱� 〃

消防用雨衣（レインウェアー）� 消防本部� 1,700,000� 859,500� ㈱山交百貨店� 平成19年9月20日

配水管及び水管橋実施設計業務委託第２工区（一宮）� 一宮町新巻� 6,300,000� 3,654,000� ㈱山水コンサルタント� 〃

市道一宮３－137号線側溝改修工事� 一宮町坪井� 6,350,000� 6,150,000� 武藤工業㈱� 〃

農道627号線改良工事� 境川町石橋・三椚� 6,720,000� 6,500,000� ㈲桃李� 〃

一宮町配水管布設工事第5工区（新巻）� 一宮町新巻� 3,600,000� 3,450,000� ㈲杉山管工業� 〃

一宮町水管橋設置工事第２工区（向田橋）� 一宮町南野呂� 7,200,000� 6,910,000� ㈲宮下設備� 〃

一宮町水管橋設置工事第１工区（丸音橋・高橋）� 一宮町小城� 12,200,000� 11,800,000� ㈱佐野緑化土木� 〃

㈱浪速技研コンサルタント
甲府営業所

㈱NIPPOコーポレーション
山梨営業所



放課後みんなで練習

優勝した本市ラグビーチームの熱戦

説明に耳を傾ける参加者

　
７
月
21
日
、
石
和
か
ら
御
坂
に
か
け
て
散
策
す
る
﹁
旬

の
果
実
！
笛
吹
の
桃
と
南
ア
眺
望
散
策
﹂
が
開
催
さ
れ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
笛
吹
︵
古
屋
昭
一
会
長
︶
の

メ
ン
バ
ー
が
、
約
５
０
０
人
の
参
加
者
に
姥
塚
古
墳

を
案
内
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
笛
吹
は
、
観
光
客
に
﹁
千

年
の
都
・
笛
吹
市
﹂
の
歴
史
文
化
を
紹
介
し
、
市
を

好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
産
業
を
活

性
化
し
よ
う
と
、
今
年
４
月
、
メ
ン
バ
ー
11
人
で
発
足

し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
散
策
は
﹁
甲
州
弁
で
の
ガ
イ
ド
は
と
て
も

温
か
み
が
あ
り
、
歴
史
文
化
を
十
分
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
﹂
と
参
加
者
に
好
評
で
し
た
。

　
古
屋
会
長
は
、
﹁
こ
れ
か
ら
も
、
﹁
千
年
の
都
﹂
の

ガ
イ
ド
と
し
て
、
会
員
一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い
﹂

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

鈴木さんは2年間の活動を行います

　
９
月
21
日
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
ボ
ツ
ワ
ナ
に

派
遣
さ
れ
る
鈴
木
史
浩
さ
ん
︵
御
坂
町
︶
が
、
荻
野

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
、
平
成
15
年
度
に
も
ネ
パ
ー
ル
へ
派
遣

さ
れ
、
２
回
目
と
な
る
今
回
の
派
遣
先
で
は
、
乳
牛
・

ヤ
ギ
・
鶏
の
飼
育
技
術
に
関
す
る
講
義
や
実
習
指
導

を
行
い
、
ま
た
、
生
産
物
の
加
工
、
販
売
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
予
定
で
す
。

　
﹁
途
上
国
の
現
場
で
活
動
す
る
こ
と
で
、
現
地
の
人
々

と
共
に
学
び
、
成
長
し
た
い
﹂
と
、
鈴
木
さ
ん
は
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

素晴らしい演奏を披露　　　　　　　　　

　
山
梨
県
小
学
校
管
楽
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
出
場

に
向
け
て
、
八
代
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
が
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
バ
ン
ド
は
市
内
に
あ
る
唯
一
の
小
学
校
金
管

バ
ン
ド
で
、
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
32
人
の
メ
ン
バ

ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
部
長
の
小
林
瑠
奈
さ
ん
、
副
部
長
の
橘
田
昭
穂
さ

ん
は
﹁
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
楽
し
い
演
奏
を
し

た
い
で
す
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
11
月
11
日
に
県
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

同
金
管
バ
ン
ド
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
な
ど
を
演

奏
す
る
予
定
で
す
。

　
９
月
15
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
﹁
第
60
回
山
梨
県
体

育
祭
り
秋
季
大
会
﹂
が
開
催
さ
れ
、
各
会
場
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
笛
吹
市
は
、
７
月
開
催
の
夏
季
大
会
を
あ
わ
せ
、

男
子
27
種
目
、
女
子
15
種
目
の
競
技
に
出
場
し
、
市
の

部
で
総
合
第

３
位
と
い
う

好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

　
な
お
、
今

大
会
で
優
勝

し
た
競
技
種

目
は
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
男

子
・
卓
球
男

子
・
相
撲
・

ラ
グ
ビ
ー
・

ラ
イ
フ
ル
射

撃
・
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
男

子
で
す
。

友達と一緒に参加

　
９
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
、
御
坂
町
観
光
協
会
フ
ル

ー
ツ
部
会
の
主
催
に
よ
り
、
﹁
み
さ
か
ぶ
ど
う
祭
り
﹂

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
17
日
に
は
そ
の
祭
り
の
一
環
と
し
て
、
み
さ
か

桃
源
郷
公
園
で
﹁
巨
峰
の
種
飛
ば
し
大
会
﹂
が
開
か
れ
、

多
数
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
綿
菓
子
の
無
料
配
布
や
抽
選
会
も
行
わ
れ
、

当
選
者
に
は
、
ワ
イ
ン
や
ぶ
ど
う
の
お
菓
子
な
ど
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
15
日
、
埼
玉
県
の
所
沢
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
﹁
ミ

ュ
ー
ズ
﹂
で
、
第
13
回
西
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
予
選
で
あ
る
第
47
回
山
梨
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
金
賞
を
受
賞
し
た
春
日
居
中
吹
奏
楽
部
が
、
県

代
表
と
し
て
中
学
校
Ｂ
部
門
に
出
場
。
同
吹
奏
楽
部

は
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、﹁
走

れ
メ
ロ
ス
﹂
の
素

晴
ら
し
い
演
奏
で

見
事
銅
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
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森への感謝の気持ちを込めて

荻野市長から花束を受け取る田中さん

　
９
月
15
日
、
17
日
、
市
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
、
荻
野
市
長
ら
が
敬
老
の
お
祝
い
訪
問
を
し

ま
し
た
。

　
市
内
の
最
高
齢
者
は
、
石
和
町
在
住
の
海
埜
つ
る

さ
ん
１
０
５
歳
、
男
性
の
最
高
齢
者
は
御
坂
町
在
住

の
田
中
覺
さ
ん
１
０
１
歳
で
す
。

　
田
中
さ
ん
は
贈
呈
さ
れ
た
花
束
や
手
紙
な
ど
を
嬉

し
そ
う
に
受
け
取
り
、
市
長
が
﹁
お
年
寄
り
は
笛
吹

市
の
宝
で
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
﹂
と

お
祝
い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　
９
月
22
日
、
小
瀬
陸
上
競
技
場
で
Ｊ

リ
ー
グ
１
部
の
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

対
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
戦
が
﹁
笛
吹

市
サ
ン
ク
ス
デ
ー
﹂
と
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
市
か
ら
は
、
観
戦
に
訪
れ
た
人
先
着

２
０
０
人
や
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
抽
選
会
の

当
選
者
、
両
チ
ー
ム
に
特
産
の
ぶ
ど
う

な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
入
場
で
は
、
御
坂
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
員
が
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
フ

ラ
ッ
グ
を
持
っ
て
先
導
、
八
代
御
所
、

花
鳥
両
保
育
所
の
園
児
が
エ
ス
コ
ー
ト

キ
ッ
ズ
と
し
て
選
手
と
一
緒
に
入
場
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
試
合
の
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
を
石

和
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
員
が
務
め
ま
し

た
。

牧伸二さんのウクレレ漫談

　
９
月
８
日
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
開
館
20
周
年
と
Ｎ

Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局
開
局
70
年
を
記
念
し

て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
﹁
真
打
ち
競
演
﹂
の
公
開

収
録
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ

た
会
場
は
、
お
も
し
ろ
い
コ
ン
ト
や
漫

談
な
ど
で
、
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
こ
の
模
様
は
、
11
月
６
日︵
火
︶

午
後
９
時
５
分
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第

１
で
放
送
予
定
で
す
。
ま
た
、
11
月
２

日︵
金
︶午
後
８
時
か
ら
総
合
テ
レ
ビ
﹁
金

曜
山
梨
﹂
で
放
映
予
定
で
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

両チームの選手と入場する園児

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︻
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
︼

優
　
勝
　
笛
吹
市
消
防
団

準
優
勝
　
南
ア
ル
プ
ス
市
消
防
団

　
〃
　
　
南
部
町
消
防
団

︻
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
︼

優
　
勝
　
富
士
吉
田
市
消
防
団

準
優
勝
　
山
梨
市
消
防
団

　
〃
　
　
北
杜
市
消
防
団

優勝した境川分団の選手たち

　
９
月
９
日
、
中
央
市
の
山
梨
県
消
防

学
校
で
第
43
回
山
梨
県
消
防
団
員
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
﹁
消
防
団
員
の
技
術

の
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防

活
動
の
充
実
に
寄
与
す
る
﹂
こ
と
を
目

的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
県
内
の
８
支
部
の
代
表
16
消

防
団
︵
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
８
消
防
団
、

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
８
消
防
団
︶

が
出
場
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
笛
吹
支
部
か

ら
出
場
し
た
春
日
居
分

団
が
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
で
７
位
、
境
川
分
団

が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
で
み
ご
と
19
年
ぶ
り

の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
両
分
団
と
も
、
数
カ

月
間
の
練
習
を
積
み
重

ね
て
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

表
彰
式
で
本
市
消
防
団

の
名
前
が
読
み
上
げ
ら

れ
る
と
、
会
場
か
ら
は

思
わ
ず
歓
声
が
上
が
り
、

中
に
は
涙
す
る
団
員
の

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

全国大会へ出場した女子チーム

関東大会へ出場した男子チーム

　
８
月
に
富
山
県
で

開
催
さ
れ
た
、
第
21

回
全
日
本
小
学
生
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
に
八
代
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
女
子
が
出
場
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
チ
ー

ム
が
５
月
に
行
わ
れ

た
県
予
選
で
見
事
に

優
勝
し
、
山
梨
県
代

表
と
し
て
出
場
し
た

も
の
で
、
１
回
戦
で

惜
敗
し
た
も
の
の
、
選
手
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
し
、
大
健
闘
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
男
子
も
県
予
選
で
準
優

勝
し
、
千
葉
県
で

開
催
さ
れ
た
第
24

回
関
東
小
学
生
男

女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
両
チ
ー
ム
の
指

導
者
は
、
﹁
も
っ
と

多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
魅
力
を
知
っ

て
も
ら
い
、
さ
ら

に
上
を
目
指
し
た
い
﹂

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
９
月
27
日
、
森
林
公
園
金
川
の
森
で
、
金
川
沿
岸
を

守
る
会
︵
青
木
嘉
近
会
長
︶
に
よ
る
清
掃
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、
青
木
会
長
が
﹁
緑
豊
か
な
公
園
を
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
守
り
育
て
ま
し
ょ
う
﹂
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
に
は
約
１
７
０
人
が
参
加
し
、
ゴ
ミ

拾
い
や
木
の
枝
払
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
﹁
た
だ
き
れ
い
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

森
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
た
い
﹂
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
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■日　時　１１月１６日（金）午前１０時３０分から

■場　所　学びの杜みさか図書館前ロビー

■講　師　藤原由美子さん（御坂町在住）

■参加費　無料　※お申し込みは、１１月１３日（火）までに御坂図書館へ
　　　　　（今回に限り、事前申込が必要です）

■定　員　３０人（先着順）

■日　時　１２月１日（土）午後２時から

■場　所　石和図書館2階アートギャラリー

■内　容　手作り絵本の発表・展示

■入場料　無料

手作りえほん教室で作った作品を、みなさんに
披露します。
１２月１日(土)～１４日(金)まで絵本週間です。
オリジナルの絵本をぜひこの機会にご覧ください。

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

　
（
今
回
は
第
１
・
２
・
４
木
曜
日
）

　
11
月
１
日(

木)

・
８
日(

木)

・
22
日(
木)

　
午
前
11
時
か
ら
　

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
（
今
回
は
第
３
・
５
木
曜
日
）

　
11
月
15
日(

木)

・
29
日(

木)

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

　
11
月
３
日(

土
）・
10
日(

土
）・
17
日(

土
）・

24
日(

土
）

　
午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

　
午
後
の
部
　
２
時
〜
２
時
30
分

　
毎
週
土
曜
日
２
回
開
催

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

　
11
月
13
日(

火
）・
27
日(

火
）

　
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ
ば
本

の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
）

●
楽
蔵(

映
画
会
・
お
話
・
工
作
）

　
11
月
３
日(

土)

　
午
後
２
時
か
ら

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　
11
月
16
日(

金
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

　
11
月
７
日(

水)

【
あ
ん
よ
】
午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

　(
１
歳
６
カ
月
児
〜
３
歳
児)

【
だ
っ
こ
】
午
前
11
時
〜
11
時
30
分

　(

０
歳
児
〜
１
歳
５
カ
月
児
）
　

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
11
月
11
日(

日)
午
後
２
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
11
月
10
日(

土)

午
後
２
時
か
ら

　
定
員
15
人
　

お
申
し
込
み
は
、
11
月
７
日(
水)

ま
で

に
一
宮
図
書
館
へ

●
ミ
ニ
ミ
ニ
お
は
な
し
会

　
11
月
４
日(

日)

・
18
日(

日)

・
25
日(

日)

午
後
２
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
11
月
10
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
お
兄
さ
ん
の
お
は
な
し
会

（
土
・
日
に
要
望
が
あ
れ
ば
随
時
お
話
会

を
し
て
い
ま
す
）

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

　
11
月
７
日(

水)

・
14
日(

水)

・
21
日(

水)

・

28
日(

水)

　
毎
週
水
曜
日
午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

11
月
10
日(

土)

午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や�

も
も（
乳
幼
児
向
け
）

11
月
13
日(

火)

・
27
日(

火)

午
前
10
時
30

分
か
ら

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

　
11
月
10
日(

土)

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

　
11
月
17
日(

土)

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

　
11
月
24
日(
土)
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　
11
月
17
日(

土)

・
18
日(
日)

午
前
10
時
〜

午
後
５
時
　

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民
館
ま
つ

り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・

病
院
な
ど
に
出
向
き
、
年
配
者
の
方
々

に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

要
望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し
会

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に

な
り
た
い
方
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
石
和
図
書
館（
担
当�

雨
宮
）

☎
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

○
石
和
図
書
館

５
日(

月)

・
12
日(

月)

・
19
日(

月)

・

26
日(

月)

○
御
坂
図
書
館

７
日(

水)

・
14
日(

水)

・
21
日(

水)

・

28
日(

水)

・
30
日(

金)

○
一
宮
図
書
館

５
日(

月)

・
12
日(

月)

・
19
日(

月)

・

23
日(

金)

・
26
日(

月)

・
30
日(

金)

○
八
代
図
書
館

５
日(

月)

・
12
日(

月)

・
19
日(

月)

・

23
日(

金)

・
26
日(

月)

・
30
日(

金)

○
境
川
図
書
室

３
日(

土)

・
４
日(

日)

・
11
日(

日)

・

18
日(

日)

・
23
日(

金)

・
25
日(

日)

○
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

５
日(

月)

・
12
日(

月)

・
19
日（
月
）・

26
日(

月)

・
30
日(

金)

　保存期間を経過した雑誌・廃棄された一般
図書・児童図書などが、１００円で袋につめ
放題です。家族そろってお出かけください。

一宮図書館
■日時　１１月３日（土）・４日（日）
　　　　午前９時３０分～午後５時

春日居図書館
■日時　１１月１７日（土）・１８日（日）
　　　　午前１０時～午後５時

■日　時　１１月３日（土）午後２時から

■場　所　一宮図書館屋外読書コーナー

■内　容　マジックバルーンで動物やお花を

　　　　　作ろう

■参加費　無料

■日　時　１１月２８日（水）午後７時から

■場　所　スコレーセンター　１階会議室

■内　容　クリスマスツリーオーナメント作り

■材料費　１,５００円

■講　師　竹内正美氏

■定　員　１５人

　※お申し込みは、

　　１１月25日（日）までに石和図書館へ
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この印刷物は、古紙配合率100％再生紙と
大豆油インクを使用しております。

H19.10.1現在（　）は前月比

世帯数　26,314世帯（＋29）

男35,109人（−23）　女37,406人（＋19）

人　口　72,515人（−4）

DATAFUEFUKI ▼ある本に、このような話が載ってい
ました。「子ども時代には、遠足や運動
会など多くのイベントがあるので時
をゆっくりと感じ、大人になってから
は、イベントが少ないのであっという
間に時がたつように感じるもの」子ど
もの頃は、イベントだけでなく、友達

と遊んだり、回り道をして帰ったりと、
ささいなことでも大きな出来事に感
じられたものです。私たちが感じる時
の流れの違いは、小さな楽しみや喜び
を見付けられるかどうかの違いでは・・・
という気がします。今日は少しだけ回
り道をして帰ろうかな。　　　　（H）
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